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《講演》

魂の響き合い一アイルランドと沖縄

米 須 興 文

日本イェイツ協会の皆さん、遠い沖縄へようこそいらっしゃいました。

私はイェイツ研究者の末席を汚す者でありますが、もう現役を退いて 10年以

上も経ちますので、若い研究者の集う大会にしゃしゃり出るのはおこがましいか

ぎりですが、沖縄で開催される初のイェイツ協会大会ということで会長から直々

のご指命があり、老骨を省みず登壇 している次第でございます。

とは申しましても、最近の私は不勉強で、イェイツ研究に関して皆様のご参考

になるような話題があるわけでもございませんので、開催地の沖縄に因みまして、

沖縄 とアイルランドを関連づけた、かなり主観的なお話でもしてみようと思うの

でございます。

しかし、アイルランドと沖縄を関連づけると申しましても両者は互いに地理的

に地球の反対側に位置する国でございますし、民族的にも文化的にもhOm01030us

な関係にはありませんから、強引なこじつけになるかもしれません。

沖縄 とアイルランドの共通点として一般的に思い浮かべられるのは、それぞれ

が大国の支配を受けた植民地体験をもつということだろうと思います。ジョン・

モンタギュウが那覇で講演をした時 (1996年 )、 彼はアイルランドの英国との関

係を “an	uneasy	relationship	with	a	giant	neighbor"(巨 大な隣人との居心地の悪

い関係)と 喝破 していましたが、沖縄の日本との関係もそのような関係ではない

かと言っていました。政治的なレベルで考えるとそういう見方が成り立つかも知

れません。そういうわけでありますから、沖縄でアイルランド研究をしていると、

沖縄とアイルランドの間にある植民地体験という共通性が研究の動機になってい

るのではないかと憶測をされることがあります。つまり、政治的に内向きの視点

から研究を進めているというわけです。しかし、そのような歴史体験の共通性に

は私はむしろ警戒心を持ったというのが事実であります。

アイルランド研究に対する視点について、恩師アダムズ教授が面白いことを

書いています。モントリオール大学刊行の学術誌 (S″ヵεぉ,Vol.4)に
`Insiders



and	Outsiders'と 題する論文を寄稿 し、アイルランド文学研究に「部内者」と「部

外者」の対立する視点があり、部内者であるアイルランド出身者の研究はその出

自の影響を受けて政治的な傾向があるのに対して、カナダやアメリカ出身者の研

究はアイルランドを突き放 した視点をもち、非政治的な傾向があると説いていま

す。この論文の中でアダムズ先生は、私のイェイツ研究に言及し、「コメスはア

ウトサイダー的なスタンスをとっているが、自分のもとでイェイツの勉強をせず、

アイルランドで勉強していたとしたら、どうであったであろうか」と書いていま

す。事実は今申し上げた通 りで、私はイェイツ研究で自分の出自がアイルランド

的にインサイダー化するのを恐れて、意識的に「アウトサイダー」に徹 したので

す。アダムズ先生は、私が学位論文を書いた時にはカリフォルニア大学に転 じて

いたため、この事情をご存 じなかったのです。

しかし、「インサイダー」であろうと「アウトサイダー」であろうと、アイル

ランドと沖縄をパラレルにとらえる場合、両者の植民地体験の視点からとらえま

すと、パラレリズムが大部分成 り立たなくなってしまうと私は考えています。植

民地体験にからむ政治 。経済問題、宗教的問題、宗主国との民族 。文化的関係も

全 く異なるからです。第一、アイルランドとその宗主国英国は、民族的にも文化

的にも明確に区別される別々のアイデンティティをもった存在であります。した

がって、英国によるアイルランド支配は、明らかな異民族支配であり、文化的な

侵略であります。そのため、700年 にわたる英国による植民地支配の過程で様々

な軋蝶がありました。一方、沖縄と日本の関係は民族的にも文化的にも明確に区

別することが難しい曖味な性格をもった関係であります。言語ひとつをとっても、

アイルランド人と英国人が別々の言語系統に属するのに対 して、日本人と琉球人

は同一の語族に属する民族です。琉球語を日本語の姉妹語とするか、方言とする

かは学説によつて違いますが、両者が極めて近い関係にあることは間違いありま

せん。こうした密接な同族関係のある国は、日本にとって琉球だけであります。

朝鮮と日本は地理的にはるかに近く、かつ文化的な交流も頻繁であったにもかか

わらず、両者にはこのような関係は存在 しません。

しかし、琉球は 1609年 の島津氏による琉球征服の時まで中国や朝鮮や日本お

よび東南アジア諸国と交易を行う独立王国でした。そのため、これ場の国や民族

から様々な文化的な影響を受け、日本本土と 味́ちがう独特の文化を発展させて

きました。薩摩の支配下においても対外的には王国の体面が維持され、薩摩によ

る様々な制約はあったものの、琉球文化の独自性は保たれました。明治になって



幕藩体制が崩れますと、琉球王国は解体され、沖縄県として正式に日本帝国の版

図に編入されました。その後、太平洋戦争の末期には日本で唯一の地上戦の戦場

となり、27年 間の米軍による軍事占領を経験 してのち1972年 に日本に復帰した

ことは周知の通 りであります。

こうした歴史的体験の違いが本土と沖縄との間に微妙な違和感をもたらしてい

るのは事実であります。しか し、この問題は本日の私の話題の主要な部分ではあ

りません。本日の話題は、アイルランドと沖縄にまつわるものであります。

さて、本日の講話の題名を「魂の響き合い一アイルランドと沖縄」としましたが、

「魂の響き合い」という表現は、実は私が創 り出した表現ではありません。1994

年の秋に那覇へ公演に来たアイルランドの民謡グループ、「ザ・チーフタンズ」

の団長、パデイー・モローニーが残した表現なのです。このコンサートは、沖縄

民謡との共演という実にユニークなものでした。

私は当時、「琉球・アイルランド友好協会」の会長を務めていましたので、ゲス

トとして招待を受け、ステージ間近でコンサー トを楽しむ幸運に恵まれました。私

はアイルランドヘ往き来しているうちにアイルランド民謡にはずいぶん親しんで

いましたし、沖縄民謡は子守唄同然に聞いて育ったわけですから、いずれも馴染み

の深い音楽です。しかし、この縁もゆかりもない地域の音楽がどのように調和す

るのか見当もつきませんでした。ところが、ふたを開けてみると、両者は見事な

ハーモニーを作 り出して聴衆をすっかり魅了しました。地球の裏側から来たアイ

リッシュ・ミュージッシャンたちの奏でるイリーン・パイプやティン・ホイッス

ル、フルー ト、アイリッシュ・ハープ、ヤギ革張 りのボーラン等のアイルランド

楽器の音色は、共演した沖縄の女性民謡歌手の艶やかな声風 (こ わぶり)やその

弾き鳴らす沖縄の三線 (さ んしん)と 調和 して、聴衆はもとより、音楽に無知な

私も夢幻の世界へ引き入れました。また、勝連町・南風原青年会のエイサー (沖

縄の盆踊 り)も 、アイリッシュ・サウンドに支えられてその迫力が倍加しました。

沖縄の聴衆もザ・チーフタンズの洗練された芸術と、同時に庶民感覚に訴える

気取らない演奏に魅了されて忽ち興奮の渦に巻き込まれました。所定の演奏が終

わっても、聴衆はアンコーールの拍手を送り続け、コンサー トが終わったときは夜

半をまわっていました。

コンサー トの後、私はアイルランド民謡の方たちとの懇親会の場で団長のモ

ローニーさんに、この二つの音楽がどうしてあのようなハーモニーを創 り出すこ

とができるのかと聞きましたら、モローニーさんは「沖縄とアイルランドの民謡



は魂が響き合うのだ。これは二つの文化の魂の響き合いなのだ」と言いました。

音楽は音ですから、「響 き合う」とはまさに適切な表現ですが、私はその音の

響き合いがどうして異文化の人々の魂をかくも揺さぶるのか技術的なことは全 く

わかりませんのしかしヽ広い文化の全般的な次元で考えてみますと、アイルラン

ドと沖縄には偶然ながら不思議に思えるくらい互いに響き合う共通点が多々あり

ます。

両者とも民話や伝説が豊富にある国で、非常に感性と想像力が豊かな土地柄で

あるという点でよく似ています。しかも、民話や伝説の想像力の世界が人びとの

住む生活環境や自然環境と密接に結びついていて、森や川は言うに及ばず、村々

の一木一草に至るまで霊気が漂っているといって言いすぎではありません。イェ

イツがいみじくも言っていますように、アイルランドでは「風変わりな石という

石、小さな茂みという茂みに至るまで」神話や伝説の舞台なのです。沖縄でも、

かつてどの集落にも霊気の漂う大木や大岩がありました。そして、そこには必ず

御嶽 (う たき)や拝所 (う がんじゅ)があって、妄 りに侵したり械 したりしては

ならないところでした。これらの霊気漂う場所は沖縄戦のいわゆる (鉄の暴風〉

によって大破壊を蒙りました。また戦火を免れた聖地も戦争に劣らない暴威を振

るう開発の嵐の中であらかた破壊されてしまいましたが、完全に抹殺されること

はなく、たとえばゴルフ場の片隅に、あるいはビルの谷間にひつそりと香炉がし

つらえられたり碑が建てられたりして、その場所の証を立てています。

このように、アイルランドと沖縄は自然に対して敏感に反応する文化を育てて

きたのです。

アイルランドと沖縄の想像力や感性は、単に過去の世界にかかわっているので

はありません。それは今日でも歌謡や芸能に遺憾なく発揮されて日々新しい民謡

が創られて人びとに歌われているのです。このように想像力が共同体的アメニ

テイーーの豊かさの原動力となっている点においても両者は共通しています。両者

とも美的感性と自然に感応する想像力が生き生きとしている文化なのです。

ザ・チーフタンズのコンサー トにもどりますが、コンサー トを聴きながら、私

は本来縁もゆかりもないアイルランドと沖縄の音楽が見事な調和と美の世界を創

りだすわけが如何なる共通の文化的なキーによるものかを模索 していましたが、

私にはひとつ思い当たるものがありました。それは、コンサー トも佳境に入った

ころに始まったヴォーカルソロを聞いたときでした。歌われた歌は、プロフェッ

ショナルな流通ベーースに乗っていない、アイルランドの田舎で歌われている歌で



した。グローバルな名声を博 している現代のフォーク・シンガーが故郷の無名の

民謡を歌っている。それは、いかにもゲール語時代の吟唱詩人が民衆の歌を歌っ

ているような錯覚を覚えさせるものでした。

アイルランドでは民衆の心が歌に歌われ続けている。地域文化の伝統が脈々と

民衆の間で息づいている。沖縄 とアイルランドの民謡が相通じるものはこれだ、

と私は思いました。そういう伝統によって育まれた音楽だからこそ、二つの音楽

はぴたりと息が合うのではないかと感じました。パデイ・モローニー氏が言った

「魂の響き合い」の因って来るものもこれではないかと思うのです。

一方、歴史を遡った視点からアイルランドと沖縄の芸能や文学を見ますと、

際立った共通点としてゲール語時代の領主の庇護を受けた吟唱詩人 (seignorial

bad)と 沖縄の「おもろ」歌人の存在があります。

古代アイルランドの吟唱詩人たちは、その属する地域共同体の領主の館で養わ

れ、諸記録の整備や系図の管理等、伝統文化の維持に直接かかわる業務に従事す

るかたわら、詩歌を吟じ、物語を誦して地域の想像的世界を豊かにしました。更

に彼らは、彼らの仕える領主を讃える歌や愛郷心をそそる物語を創って共同体意

識の育成にも大きな役割を果たしました。英国の植民地時代に入って、アングロ・

ノルマン系の領主たちがアイルランド貴族にならって館で吟唱詩人を養うように

なると、英国当局は大いに危機感をさそわれ、さまざまの政治的・法的手段を用

いてこの傾向に歯止めを掛けようとしました。館文壇がアイルランドの民族文化

の温床になっていたからです。英国の出先機関の一員としてアイルランドに来た

エ ドマンド・スペンサーは、自らも詩人でありながら、アイルランドの詩人は処

刑されるべきである、と極言しているほどです。

ひるがえって沖縄には、国王や「あじ」と呼ばれる地域共同体の首長を讃える

叙事的古歌謡「おもろ」の膨大なサイクルが存在します。これらの歌謡の内容は、

「てだ子」(太陽の子、天子)と 呼ばれる国王や、「世の主」と呼ばれる地方の領

主の礼賛、国家安泰の祈願、天地開開の神話、国や地方共同体の特記すべき出来

事等々であります。「おもろ」歌人たちは、その詩的想像力を駆使 して沖縄の文

化や政治を歌いました。彼らの役割には、アイルランドの吟唱詩人たちの役割に

通じるものがあったのです。共同体の語 り部としての役割です。

語 り部としての文人の自負は、現代のアイルランドと沖縄の作家や詩人たちに

受け継がれているように思われます。アイルランドでは、いわゆる「アイリッシュ・

ルネサンス」の作家たちに特にその意識が強 くみられました。とりわけW.B.イ ェ



イッはアイルランド国民文学の旗手としてケル トの幻想世界 (CeHc	Twilight)

を現代アイルランド文学に蘇らせることを自らの文学的使命と考えていました。

イェイツに限らず、現代アイルランドの作家は、その創作過程において大なり

小なリアイルランドを意識せざるをえないようです。イェイツのケル ト志向を痛

烈に批判 したジョイスも、アイルランドから自己追放をしていながら、その小説

の舞台はアイルランドに求めました。ジョイス生誕百周年の特集記事 (1982年 2

月 2日 )で地元ダブリンの新聞 動θI″′s力 物
"が

「故郷を離れない巡礼者」とジョ

イスを評 していましたが、まさに的を射た評言だと思います。

しかし、ジョイスも、また後輩のヒーニーやモンタギューにしても、素朴なア

イルランド礼賛には与 しません。彼らはもっと厳しい日でアイルランドを見てい

ます。でも、彼らとてもアイルランドの風土や生活を強く意識した地平で創作を

行っています。この意味で、W.A.Dumbletonの 次の評言は適切です。

“The	literature	of	lreland	has	been	a	nationally	introspective	onc,sell■ consclously

taking	aS	itS	Su● eCt	mattCr	itS	OWn	p01itiCal	and	SOCial	llた ,itS	OWn廿 Oubled	paSt	and

present	histOry.''「 アイルランド文学は民族的に内向きの文学である。それは自ら

意識 して自らの政治や社会の状況や、自らの試練多き過去と現在の歴史を主題と

してきたのだ」(I″′α″″ Lψ	α″′ια
“
〃J″ んブた″″た,Statc	Univcrsiv	of	Ncw	Yo

Press,1984,p.184)。

一方、沖縄の作家もアイルランドの作家に劣らず文化的に内向きのスタンスを

保つのを常とします。今日の沖縄の作家は個人の内的世界やグローバルな問題よ

りも沖縄の歴史的経験や民族のアイデンテイテイの問題を主題に選ぶ傾向があり

ます。沖縄作家で芥川賞受賞第一号 となった大城立裕は、1996年 12月 15、 16

の両日那覇で行われた「沖縄文学フォーラム」で「沖縄の戦後を生きて、沖縄が

どうしてこんなに苦労しているのかと考えたあげく、沖縄の民族、それと歴史に

関心が向いて来ました」と述べて自らの文学的立場を明らかにしています。第

114回の芥川賞を受賞した又吉栄喜も同じ文学フォーラムで「沖縄を書 くように

と私は自分に言い聞かせています」と素朴な表現で述懐 しています。

精力的に沖縄の上着をうたう詩人高良勉は、ヤマ ト (日 本)の呪縛から解放さ

れた沖縄の民族的アイデンテイテイにこだわつています。そして、「越える」と

題する詩で高良は「落とし	 越え	 流せ/身体にまとわりつく/<日 本一琉球>
の錆びた観念/い ま始まるか<わが神話>への旅」と沖縄の語 り部としての宣言

をしています。



沖縄作家で4人 目の芥川賞受賞をとげた目取真俊も、沖縄の文学状況や思想状

況の現在に辛回の批判を加え続けながら、「沖縄でしか生み出せない文章を作 り

たい」と言い、「神話、伝説、歴史、現実政治などが絡んだ複雑で幻想的な骨太

の長編を、沖縄史を踏まえて書きたい」と抱負をのべています。目取真の作家と

してのスタンスも他の作家たちと同様、「民族的に内向的」のようです。

ところで、民族的に内向きのスタンスを保つアイルランドと沖縄の文学者たち

は、どのような言語状況におかれてきたのでしょうか。彼らの言語状況には類似

点があるのでしょうか。

沖縄の言語は、日本語の姉妹語か、または一方言だということは先ほど申しま

したが、現在沖縄で話されている言葉は標準 日本語です。つまり学校で教えてい

る日本語です。かつては広 く琉球語が使われ、沖縄戦のころまでは家庭的には

100パーセント琉球語が話されていたといっても過言ではないでしょう。一般民

衆のレベルでの日本語化のプロセスは明治の廃藩置県に始まりましたが、学校で

学童に対 して「方言札」なるものを設けて強制的に標準語励行を実施したにも関

わらず、社会的にも家庭的にも日常的な標準語の慣用化は遅々として進みません

でした。この状況は 19世紀のアイルランドの状況とよく似ています。アイルラ

ンドでも、学校でのゲール語使用が禁 じられ、bata	scoirな る罰札が設けられま

したが、英語の普通化はなかなか進みませんでした。

ところが、アイルランドでも沖縄でもある歴史的な出来事をきっかけに言語の

大転換が起きました。アイルランドでは 1845年 に始まったポテ ト大飢饉を境に

半世紀の間にほぼ全面的に英語化が進みました。「大飢饉」の後、多 くの人びと

がアイルランドでの生活に希望を失い、アメリカ等の英語社会への移住によって

生活の確保を目指すようになりました。そのため、急に英語熱が高まり、移住に

備えて家庭内で英語を使用することが一般化 しました。そして、またたく間にア

イルランドが英語化 してしまったのは周知の通 りであります。アイルランド国立

大学ゴールウェイ校の RL.Hcnry教 授が言っていますように、「19世紀の半ばか

ら、逃亡ということが時代のキーワー ドとなった。土地からの逃亡、祖国からの

逃亡、国語からの逃亡である」という状況になったのです。

一方、沖縄では奇しくも「ポテ ト大飢饉」からちょうど一世紀後の 1945年 に

起こった「沖縄戦」がこの歴史的な大転換をもたらしました。沖縄では、沖縄戦

をきっかけとして日本本土への移民熱が高まったというわけではありませんが、

生活のあり方が戦後大幅に本土化したことによってもたらされたと思われます。



本土型の生活パターンを選択したとき、沖縄人は言語も標準語を選択したといえ

ます。現在の沖縄人の生活のあり方は、もはや方言だけで維持していくことは不

可能だからです。ちょうどアイルランド人が英国型の現代物質文化を選択したと

き、意識的に英語慣用に踏み切ったように、沖縄人も本土型の生活態度を身につ

けるようになったとき、方言を捨てて標準語に乗 り換えたのです。大災害がアイ

ルランドでは天災であり、沖縄では人災であるという違いはありますが、いずれ

も住民が蒙った物理的な大災害が文化的な変動をもたらしたという点で符合して

いるのです。しかも、その文化的な大変動がいずれも国家権力の強制によるもの

ではなく、人びとが自発的に、ほぼ半世紀間で達成 してしまったということは、

驚くべき文化現象であると言わなければなりません。

アイルランドと沖縄における言語の大転換は、それぞれ世紀の半ば、すなわち

アイルランドでは 19世紀、沖縄では20世紀の45年 という時点で起きたという

偶然の符合もさることながら、大災害が引き金となって始まったということ、人

びとの自発的な選択によって起きたということ、ほぼ半世紀で転換が完了したこ

となど、不思議としかいえない一致点が多いのです。しかも、言語的に宗主国に

同化しながら、民族的には逆に自主性の意識が却って強まったという現象も共通

しています。

こうした急激な母国語衰退の現象に対する両国の文人たちの反応はどうなって

いるのでしょうか。

アイルランドにおいては、ご承知のようにゲール語の衰退と母国文化の崩壊を

憂えた知識人たちによつて文化運動が起きました。1893年 にはダグラス・ハイ

ドらによって「ゲール語連盟」(the	Gaelic	Lcaguc)が 結成されました。「連盟」

の運動目標は二つあり、その第一は、ゲール語を国語として復活し、かつ日常語

として発展させること、第二は現存するゲール語文学作品の研究および刊行を行

うこと、そしてアイルランド語による現代文学を創造することでした。「連盟」

の運動はたちまち国民の支持を獲得し、結成された支部は全国に600を数えるに

至りました。連盟の活動が始まってから、ゲール語が小学校でも教えられるよう

になり、1908年 に設立された国立大学では入学の資格条件にゲール語の知識が

加えられました。

ハイドのゲール語復活運動は、自国語の喪失の危機に瀕した民族に属する知識

人が示す反応の一つの典型であるといえます。それは自国語の喪失を民族の文化

的アイデンテイテイの喪失に等しい悲しむべき事態と考え、自国語を復活するこ
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とによって、民族の文化的アイデンテイテイの再建を目指すものです。

「ゲール語連盟」の結成に先だって、ハイドは「国民文学会」(National	Literary

Society)の 会長に就任しましたが、この時、後に歴史的な文書となった就任演説

を行いました。 `Thc	Necessiけ おr	De―Anglicizing	ldand'と 題するこの演説で、

ハイドは急速に英国化していくアイルランドの現状を憂え、この傾向に歯止めを

かけないとアイルランド人は模倣に終始する「西洋版の日本人になり下がるであ

ろう」と日本人にとってはあ りがたくない比喩をつかって警告を発 しています。

そして、この悪しき傾向を是正するには、「直ちにゲール語の衰退に歯止めをかけ

なければならない」と言語と民族的アイデンテイテイの不可分性を強調しています。

ゲール語復活に民族の再生を賭けたハイドの主張に対 して真っ向から反対した

のはイェイツでした。イェイツはゲール語の衰退をどうしようもない歴史の過程

として認め、英語を利用しつつアイルランドのアイデンティテイを確保するのは

可能であると主張しました。彼は、アイルランドの民族精神を持続するのは滅び

ゆく言葉にあるのではなく、その言葉が表現 しているアイルランドの精神世界に

あるのであり、その精神世界は英語によっても表現が可能であると主張したのです。

この問題に立ち入るのは本 日のテーマから外れますので、ここで止めておきま

すが、アイルランドではハイ ドとイェイツに代表される対照的な立場があること

を指摘 しておきます。

沖縄においては、言語と民族のアイデンティティについてこれほど鋭角的な対

立の構図はありませんが、沖縄の作家の間でこの問題についての意識は充分にあ

ります。

最も早 くこの問題に言及したのは、明治の末期から大正の初めに発言をした伊

波普猷とその実弟の月城です。この兄弟の考え方が対照的なのは興味ある事実で

す。普猷は「沖縄学の父」といわれるほど沖縄について先駆的な仕事をした人で

すが、日本語による沖縄文学の可能性について極めて悲観的な意見を述べていま

す。沖縄と日本の間には「言語の七島灘」が横たわっており、この難所を渡らな

いかぎり、アイルランドが英国文壇に送ったイェイツやショウのような鬼才を

東京に送ることはできない、と指摘 しました。普獣の実弟、月城はより楽観的

で、英語によって名作を書き現代文学の巨匠となったアイルランド作家たちのよ

うに、日本語によって「南日本を代表する芸術」を創造することができると主張

しました。兄弟共にアイルランド作家を手本に挙げているのは興味深いことです

が、彼らが挙げたアイルランド作家がいずれも英語を母国語とするアングロ・ア
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イリッシュ系であり、彼らにとって「言語のアイリッシュ海」は存在 しなかった

ことを見落としていたのは残念なことです。

アイルランドと沖縄の類似性について綾々のべてきましたが、まだまだ他にも

多くの類似点があります。しかし、時間が窮屈になってきましたので、このあた

りで一応おさめまして、最後にアイルランドと沖縄に共通の文化的展望について

の私の期待を述べさせていただいて結びと致したいと思います。

アイルランドと沖縄に共通する文化的特質の一つは、両文化において自然景観

と霊的世界が極めて密接な関係にあり、それが人びとの日常生活で切実な意味を

もっているということであります。この文化的な特質は、ひょっとしたらこれか

らの世界の望ましい文化のモデルになりうるのではないかと私は考えます。今世

界は、物質文化の膨張によって自然が破壊され、精神文化が破綻に瀕 していま

す。この窮地から世界を救い出すには、人類が自然と共感できるような文化、そ

して人類が互いに協調 して生きる優しさの文化を築 く必要に迫られていると思い

ます。

自然を破壊せず、自然と共存する文化。競争的でない、仲睦まじく生きていく

共同体的な生活様式をもつ文化。身内同士の結束は固いが、よそ者に対 しても開

放的である社会。幻想的な世界を愛し、アメニテイー中心の生活空間を作ってい

く人びと。こういった特色をもつ協調的な優 しさの文化を私たちは取 り戻さなく

てはならないcそ ういう意味で、アイルランドと沖縄の伝統的な文化は世界に向

けて一つの大きなモデルを提示 していると思うのであります。

ご清聴ありがとうございました。
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《論文》

W.B.Yettsの “peacoc卜blue"の世界

高 橋 優 季

1.は じめに

W.B.Yeatsが 長い創作期間を通 じて多用 した象徴的なモチーフの一つとして、

孔雀 (peacock)と その色を基調とした青い色彩 (bluc)が挙げられる。孔雀を

象徴に用いることは、無論 Yeatsの 独創ではない。古代から孔雀は、尾羽の鮮や

かに輝 く色合いと際だった眼状斑ゆえに、様々な文化の違いを超えて、日輪や星

空そして宇宙空間の壮大なイメージと重ね合わせて捉えられてきた。緻密な光の

意匠とも見える羽根を大きく広げた姿は、宇宙と万物の秩序を示す宗教的な象徴

にも用いられる。キリスト教では、無数の眼を持つ凝視と警戒の鳥として黙示録

で最後の審判の時に現れ、またビザンティン芸術に見られるようにキリストの復

活を表す鳥としても描かれる。大きな時代の区切 りに関連付けられるモチーフで

もあった。
1中

世アイルランドの神学者は、聖書の意味の多義性を孔雀の羽根の

色合いに例えた。
2孔

雀のこうした象徴については、Yeatsも 深い知識を持ってい

たであろう。

独自の歴史観を象徴的に体系化したИ	Иsゴο″ (初版 1925、 改訂版 1937)で孔雀

は、一つの時代の終焉と次なる時代の到来を予言する歴史変化の象徴になってい

る。
3ま

た、Yeatsは 詩 `Pcacock'(1914)に おいて、孔雀に俗物主義や物質的虚栄

を蔑視させ、人間精神における芸術的創造力の優位性を象徴させた。

確かにYeatsは 超越的な孔雀を多く作品に描いたが、他方、孔雀の属性ともい

える燈めく羽根と羽毛の色彩が、鳥としての実在感を誇示 し、象徴的な光や色彩

と共存 しながら創造的イメージに寄与するケースも多 く見られる。 `The	lndian

upon	God'(1886)の 次の詩行はその一例である一“〃θおα″ο″s″

“
αs″αCο6た,α″グ

カを″ανι″α″″
`″

g力′/″sル″gα″″′′αbοッβ″s,′′′″ノ″″ッ″Jαグs″ο
`sぽ

′′gが'(原

文イタリック)。
4巨

大な孔雀の羽根は幾万の星に照 らされる夜空となり世界を

覆う。だがこのイメーージで強い印象を残すのは、緑や金を交えた青に染めあげら

れた満天の星空 (孔雀の羽根)が「波のようにうねる」という、幻想的な埋め
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きがもたらす運動感でもある。同様の色調はまた、後に詳述する散文作品Rοsα

И′勧ι″たα(1897)に おいても何度も立ち現れ、ある種の終末感や再生感を帯び

て輝きながら広がる。その青さはビザンティンのモザイク芸術の精緻な色彩にも

例えられるほど鮮やかなのだ。
5

治atsの孔雀とその色彩は、伝統的な象徴の継承からだけでは生まれ得ない、肉

感的ともいえる官能性を具えている。そして孔雀と切 り離せない「青」という色彩

が、この官能性を生み出すもう一つの源になっている。katsは И夕ゎらJοgrα′″ω

の中で、常に自分の心を動かしてきた色について “…there	was	dark	bluc,a	colour

that	always	amects	mc''6と 語る。発atsが 10代の頃に住み、若い感受性の形成に

決定的な役割を果たしたロンドンの居住地 Bedおrd	Parkは、この深い青、とりわ

ルナ“peacock― bluc''と 不可分の関係を持っていた。20世紀初頭、壮年期の発atsが

創作の中心に据えた演劇活動の拠点、アビー劇場の Pcacock	Theatreに は、内装に

孔雀を想起させる同様の色調が用いられた。やがて50歳を過ぎてGeorgic	Hyde‐

Lcesと 結婚 しThoor	Ba‖ yleeに 入居 した時も、Ycatsは 寝室の天丼を青、黒、金の色

で装飾し、それを大変気に入った。
7孔

雀に由来する青は、作品の主要なイメージ

としても生き続けた。N.JcLresや G.Melchionも 示唆したとおり、`Byzantium'

(1930)の “A	starlit	or	a	moonlit	dome… ''(/P497)と いう描写には、Rοsα	Иた力θ″たα

に描かれた孔雀と、その羽根模様が体現する星空、そしてYeats自 身が 1907年に

イタリアで初めて目にしたビザンティン様式のモザイク画のイメージが集約され

ている。
8同

様に、この色彩はYcats晩年の代表作 `Lttis	Lazuli'(1938)に まで継

続 しているといえる。紺碧色を基調とし、自や金の鉱物を含むラピスラズリの表

面模様は、古代から星空や宇宙に例えられた。そのような青色こそ、青春時代の

Yeatsを 魅了し、後の作品においても様々な箇所で描かれてきた色調に通じる。

本稿では、Yeatsの 作品に見られる “pcacock―bluc"が 持つ象徴 とイメージの

由来を、特に詩人の人生の初期に当たる1880年代から90年 代の伝記的事実

から検証 し、さらに同時代の装飾芸術 との関連を考察に加えることによって、
.`pcacock―

bluc"が諸作品で伝える具体的で官能的な力の基盤を掘 り起こしてみた

い。
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2.Bedbrd	Parkで のYeatsの思い出

Bcdおd	Parkは 、hatsが詩人として成長する上で特権的な意味を持つ場所だっ

たといえる。既に指摘 されてきたように、若い Yeatsは ここで Wlliam	Mo s

や Oscar	Wildeら の芸術家たちと交流を持った。その経験は彼の美意識の形成に

大きな影響を与え、後の文芸創作にとって多大なインスピレーションの源とな

り続けた。当時この地で交流 した人々の服飾や建築装飾の色彩的特徴を、Ycats

はИ
“
ゎらブοg″″脂 の中で殊更 に “pcacock―bluc"と 表現す る (ん 43‐ 44)。 そ

れは実際の色彩でもあれば、存在の有 り様を伝える例えでもあった。こうした

“pcacock―blue''と いう言葉の繰返 しからも、この色に特徴付けられる装飾芸術

への彼の深い憧憬が読み取れる。

Bedおd	Parkは 1875年、ロンドン周辺の鉄道網の発達に伴う住宅開発事業の

一環として、Tumham	Grecn駅 近辺を造成 して作られた。着工から5年ほどの間

にその敷地面積は約 100エーカーに拡大し、およそ500の家屋が建ち並んだ。居

住者は、Yeats一家と同様、芸術家や芸術的な趣向を持つ人々の割合が多 く、地

域内で劇団や音楽会、舞踏会が催されるなど、文化的・社交的な活動が盛んであっ

た。1880年代にYcatsと 交流があったCharlcs	Rickc“sは、Bedbrd	Parkを “homc

bfthe	elcct	of	thc	a■ world'''と 呼んでいた。
9こ こにYcats一家が暮らしたのは

1879年 から1881年 の約 3年間と、1888年 から1896年の8年間である。■atsは 、

14歳 で初めてこの地区に移 り住んだ時を “For	years	Bedお rd	Park	was	a	romantic

excitement''(ん 43)と 回想する。彼にとって最初の Bcttd	Park居住時代 と

なった 1880年 頃は、芸術的価値こそが最高だとする唯美主義運動 (Acsthetic

Movement)の 全盛期に相当する。人々の実生活においても芸術化が求められ、

中産階級の間では、室内装飾や絵画、骨董の収集が盛んになった。特に孔雀の

羽根、百合やヒマワリは、唯美主義を象徴するアイテムとされ、絵画や工芸な

どあらゆる芸術品のモチーフとして頻繁に用いられた。
10ま

た Bedおrd	Parkは 、

このような装飾を好む芸術志向の強い階級向けの賃貸住宅でもあったため、唯

美主義運動の美的価値が凝縮された地域としても知られるようになる。Yeatsは

И″οbJο♂α′カノ6の 中で当時のこうした風潮をたびたび “PoRaphκlた
''と 形容

している。Bedおrd	Park居 住時代のこの時期においてこそ、Yeatsの 美的な感性

は育まれたのだろう。彼は当時の Bcdおrd	Parkの 美しい建造物とそこに住む芸

術家達が、少年であった自分にいかに強い印象を与えたかを “we	only	kncw	the
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most	beauti l	houses,■c	houses	of	a sts''(И″43)と 書き記し、次のように回想

する。

We went to live in a house like those we had seen in pictures and even met
people dressed like people in the story-books....The newness of everything, the

empty houses where we played at hide-and-seek, and the strangeness of it all,
made us feel that we were living among toys. (Au 43-44)

Bedおd	Parkは “the	Garden	Suburb''と いう別名を持ち、独特な造園理念と

建築様式でも知られた (図 1)。 家屋の設計は当時著名な建築家である、E.W.

Godwinと その後継者Richad	Norman	Shawら によってなされた。1879年 から

1885年 に居住した牧師Moncure	Conwayは 、この地を有名にした芸術性を次の

ように回想している。

Am I dreaming? Right before me is the apparition of a little red town made up of
quaintest Queen Anne houses. It is visible through the railway arch, as it might be

a lunette picture prqected upon a landscape....The old trees still stood, the poplars

waved their green streamers in the summer breeze, the huge willows branched out on

every side; but the tumips and pumpkins they once overhung had become aesthetic

houses, and amid the flowers and fruit-trees rosy children at play had taken the place

of grrmy labourers. I passed beneath a medlar - who ever before heard of a medlar-

tree out on a sidewalk ? 1r

E 1. Bedford Park Estate (Building News,33-9, 1877)



また、もう一人の報告者として、当時の街並みを更に細か く記憶 しているPhilis

Au“inがいる。

The houses, varying in size, were Georgian and Anne in style, with many others

which were just beautiful brain-waves of the architects, men such as Norman
Shaw and Maurice B. Adams. All were built of red brick and had large windows
with small panes. Most of the front gardens were enclosed by low brick
walls surmounted by delicate palings. The gates were high and palinged also.

Separating some of the houses were tall brick pillars crowned with a large stone

ball or a sculptured acorn. Some had shell-shaped copings over the front doors.

For years it was forbidden to hang out laundry....

None of your London sooty planes here. Lilacs, laburnums, may (pink, red and

white), mountain ash, copper beech, limes and acacias lined every pavement. To

walk in the roads on a spring evening was arcadian adventure. 12

父親が Bedおrd	Parkの 劇団員でもあったAustinは 1880年 に一度ダブリンに

去 ったYcatsと 入れ替わるように翌 81年 にこの地に移 り住んだ。Conwayや

Austinが “
Qucen	Anne"“Anne	Style''と 呼ぶ様式が Bedおrd	Parkの建物を最も特

徴づけた。17世紀から18世紀の都市建築にならったこの様式は、赤 レンガ、自

塗 りの窓枠のついた出窓、先端の尖った屋根といった造形上の特徴を持ち、唯美

主義を建築分野において象徴する様式として捉えられようになる。特にNorman

Shawは、このスタイルを多くBedおd	Parkに 導入した建築設計者として名を残

した。Conwayや Austinは 回想の中で色彩豊かな花や植物、建物の外観を列挙し、

当時 10代の Ycaも の感性を育んだ繊細な色彩環境を鮮やかに再現する。

彼らは言及してはいないが、唯美主義を象徴 した植物である、ヒマワリの黄色

もこの地域を飾る重要な色彩の一つに数えるべ きだろう。Norman	Shawは 、自

身が設計した建物に積極的にヒマワリの装飾を取 り入れたことでも知られる。ヒ

マワリは街路に多く植えられただけでなく、建物自体を飾る浮き彫 りやステンド

グラスにもそのモチーフが用いられた。
13恥

江s自 身もヒマワリの花に愛着を持

ち、好んで自宅に植えている。
14

このようにBedおrd	Parkは 、レンガの赤、窓枠の自、樹木の緑、ヒマワリの

黄色といった、色彩のコントラス トが鮮やかな環境であった。以下に見るように、
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とりわけ青色は特別な意味を持った色であったと想像される。

3. "peacock-blue" @*fiil Yeats

19世紀半ば、青の発色には染色技術上の問題から、未だに非常な困難が伴い、

青色を多用する装飾は貴重で珍重されていた。Bedおrd	Parkは こうした青色の装

飾芸術の導入とも深い関係があった。青という色が、どのようにこの地域で見ら

れ、それらに対してYeatsの感性がどう応えたかを以下に見ていきたい。

Yeatsは 、最初の Bedおrd	Park時 代を振 り返って、身の周 りの室内装飾に寄せ

た関心を、“Wc	were	to	sce	DelMorgan	tnes,peacock― blue	doors	andぬ e	pomegranate

pa"em	and	the	tulip	pa■ em	ofMo s,…
''(И

“
43)と 記す。И

“
ゎわノθg′α

"′

ぉのこの箇

所で初めて“pea∞ck―bluc''と いう色が明記される。父 John	Butier	ttatsが弁護士

から肖像画家に転向したものの、安定した収入が得られず困窮状態だったhats

家では、当時非常に高価だったMomsの壁紙やWilliam	De	Morganの タイルで自

宅を飾ることなど望むべ くもなかった。そのために生 じる落胆と同時に伝わって

くるのは、これらの芸術品への強い憧れである。

■atsは、このような色彩の装飾を、自宅で見られない代わりに近所の知人宅

や友人宅で、羨望の念を抱きつつ眺めた。彼が妹と共に隣人を訪れた時の回想で

は、“peacock‐bluc"の装飾が残した強く鮮やかな印象が繰 り返される。

The dining-room table, where Sindbad the sailor might have sat, was painted

peacock-blue, and the woodwork was all peacock-blue and upstairs a window

niche was so big....The two sisters of the master of the house, a well-known
Pre-Raphaelite painter, were our teachers, and they and their old mother were

dressed in peacock-blue and in dresses so simply cut that they seemed a part of
every story. Qqu q+)

ここで Yeatsが “a	wcH―known	Pre― Raphaelitc	painter''と 呼ぶ隣人が、ラフア

エロ前派の流れを汲む画家 Thomas	Matthcws	Rookeであるのは興味深い。彼

が描いた トランペット奏者の絵は、当時の Bedおrd	Parkを 代表する建物 Tabard

lnnの看板 となり、Yeatsの 記憶の中に強い印象を残 している (И

“
113)。
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このように、発atsの Bedおrd	Park居住時代の記述には、“pcacock―bluc"が多

く使われる。それは、新奇だった青色工芸品の増加に関係 していたとも想像でき

る。唯美主義全盛当時のイギリスでは、ラフアエロ前派の絵画に対する美的評価

は絶頂期にあり、それは収集の対象となっていたが、同様に東洋趣味もまたブー

ムとなり、ペルシャやインドの絨毯、中国や日本の陶磁器などが絶大な人気を得

た。これら東洋工芸に特有の青色が、最も人々の関心を集めた。織物や陶器に彩

色するための青色の顔料が開発・利用されたのも、まさにこの頃だった。若い

Yeatsが様々な場面で日にしたと思われる “peacock―blue"は 、いわば時代の精神

を代表する色とも関連深 く、詩人が独自の色彩感覚を育む一つの要素とも成り得

たのではないだろうか。

実際に、Mo sの 壁紙や De	Morganの タイルに多用されたのも、青や緑の顔

料だった。彼らは、共に1870年代から青色の美術品の創作に従事し、各自が専

門とする装飾美術の生産・販売を展開した。1881年にはテムズ川支流にMe■on

Abbey工 房を開き、Mo sは織物の染色の研究開発に、De	Morganは陶器やタ

イルの作成に取 り組んだ。この工房においてMomsや Bume― Jones、 De	Morgan

と彼の妻 Evelynら は、タイルや陶磁器に、ラフアエロ前派の先達が手がけた中

世趣味に通じる世界を描いた。この過程で、Momsや De	Morganが追求した青

色が、やがてラフアエロ前派的な色彩として捉えられるようにもなった。
15	hats

が Bettd	Parkで 青色の芸術品に強い印象を受け、それをラフアエロ前派的と

感じたのも、当時の美的風潮に共鳴した感受性ゆえのことだったといえよう。

Mo sと De	Morganは 、Bedおrd	Parkと の間に更に密接な関係を持っている。

1881年 ■ 力
“
ωG%`′′ιに、2年後βψ 〃沼α″G"ク に掲載された風刺詩は、

実際にMo sの装飾が Bcttd	Parkで非常に好まれたことを表 している。
16先

に触れたConwayの さらに具体的な報告によると、Bedおrd	Parkの 家屋を購入・

賃借した人々は、家具の色や壁紙を自由に決めることが許されたが、大抵の居住

者はMo sの 壁紙を選んでいた。Conwayは、Mo s商会が Bcttd	Park近 辺

に支店を開かなくてはならなかっただろうと、Morisの製品の人気ぶ りを伝え

ている。
17

1870年代後半の Mo sの 作品には、Ycatsも 回想 しているように、石棺や

チューリップ、薔薇や葡萄、ウサギや小鳥など、動植物をモチーフにした壁紙

や染織物が多い。1873年以降、Tumham	Greenに 移 り住んだMo sは 、75年 か

ら造成が進んでいた近隣のBedおrd	Parkの 趣味や装飾的需要についてもよく知っ
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ていたはずだが、この時期こそMomsが青色の染色方法を模索した頃に相当する。

一般的にヨーロッパでは、布地の染色には天然の染料が使用されてきた。特に

大青やインディゴによる青系の染色工程は非常に難しく、18世紀を通 じて多く

の染色技術者達にとっての難題だった。19世紀に入ると織物の染色は、化学染

料の導入によって大きな技術革新を遂げた。最も代表的なものが、アニリンであ

る。これによってあらゆる色が発色可能となり、手間のかかる青色染色も解決さ

れた。この新しい合成染料の長所は、迅速かつ容易に、そして安価に製品を作る

ことができる点であった。だが一方でアニリンには、空気や光によって褐色化

や色落ちを起こすという欠点があった。このため、当初アニリンに頼っていた

Mo sは その使用を止め、1875年、絹染業の専門家Thomas	Wadleの 助力を得て、

天然素材を原料とする独自の染料開発に踏み切る。苦労の果てに、満足のいく青

色の発色に成功したのは、1881年、Me■on	Abbeyで編み出したインディゴ抜染

によつてであった。そして1882年 から3年間にMo s商会が登録 した 19種の

テキスタイルのうち、17種がインディゴ抜染法によるものであり、その大半が

青色を主要色としている。
18

De	Morganに ついてはどうだろうか。彼もまた、青色の陶器の流行の一翼を

担っている。化学の知識に長けていた De	Morganは 、様々な焼成方法を試み、

新 しい釉薬や絵の具を作 り出し、その結果、14世紀頃に中東イスラムから西洋

に伝来したマジョルカ陶器の色彩技法を、独力で再現 した。彼の再現作品は、そ

の色や模様において専門家でさえオリジナルと区別がつけられないほど精巧に出

来ているという。また 1"3年、エジプ ト政府から招待を受け、衰退 しつつあっ

た現地の製陶産業を復興させるために技術指導を行ったことも、彼の大きな功績

である。もともと赤い色のラスター彩を多 く扱っていた彼が、青や緑の色調を手

掛けるようになったのは、Momsと 共にMe■on	Abbey工房を開いた年以降であ

る。
19	Morisの

インディゴ抜染による青色染色に触発されたことがその背景にあ

るのかもしれない。

Yeatsの 意識に後々まで残る “pcacock‐ bluc"は、Mo sの青よりDe	Morganの

作品の青色に近かったようにも思われる。Yeatsが 1891年 に発表 した短編小説

カカ″助
`′

″α″に、次のような場面がある。
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The next afternoon Howard found Miss Leland sitting, reading in an alcove in
her drawing-room, between a stuffed parroquet and a blue De Morgan jar.... To

Haward's eyes it seemed as though the bright pots and stuffed birds and plush
curtains began to glow with a light not of this world-20

ここには、De	morganの 陶器の青さが、部屋の中でひときわ艶やかな光を放

ち、存在感を持って描かれている。Norman	Shawの 設計によるBettd	Parkの 建

築物には、De	Morganの タイルもまたよく使われた。その代表例が、先に触れた

Thomas	M.Rookeがその看板を手がけたというTabard	lnnで ある。hatsは 、こ

のホール内で確実にDe	Morganの青いタイル装飾を見ていたはずだ (図 2)。 他

にYcatsを 触発したであろうDe	Morganの著名な作品としては、1904年制作の

Pcacock	Houseが挙げられる。ロンドンの百貨店の経営者 Emest	Debenhamの 自

宅内部の、細部にわたり張 り巡らされたこのタイルパネルには、孔雀をはじめ

様々な動植物が青や緑色で描かれている。暖炉に使われたタイルは“Bedおrd	Park

Ancmonc"“ Bedおrd	Park	Daisy''と 名がつき、まさにYeatsの 言う“peacock―bluc"

を連想させる。かつてBedおrd	Parkで見たDe	Morganの 手掛けた装飾がさらに深

まっているのを目の当たりにして、hatsは “pcacOck―blue"の記憶と印象をますま

す強めたであろう。

1部0年代後半に書かれた未発表の詩 ■sat	on	a	hi♪ 帥arled	ЮOt'は 、作中に用い

られた青の色使いが、これまで見てきた同時代の装飾芸術の色彩的鮮やかさをと

どめながらも、特定の時代に縛られない時空の広がりを喚起する一例である。自身

の歌が時の経過と共に忘却されてしまうのではないかという不安が、一羽のミソサ

ザイとの対話の中で語られる。

図2	Jacq¨1lne	Bane]ee撮 影
Winiam	Dc	Morgan's	Tile	Pancl	with	Persian	Dccoration	in	Tabard	inn(1880)
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Then a wonderful spirit arose

Out of the soul of a wild wood rose,

In its hand was a golden lyre

Every note was a quivering fire.

I trembled and gazed on his cold blue eyes

Whose light was the light of far away skies,

He sang me a song of primal things

A tale ofthe souls ofancient springs,

I think the wee wild fairy folk
In many hidden places

And in the hearts of pine and oak

Treasure the rhythmical paces,

But I am very sad when I think
As I sit here in the sun and blink
Mayhap 'twas nothing at all
Only the clarion call

Of a far-offwater fall.21

野薔薇の魂から立ち現れた精霊が黄金の竪琴を奏でる。3～ 4行 日はメリハリ

のある対句をなし、金色の炎が揺らめき視覚に訴えてくる。調べに打ちふるえる

語 り手は、精霊の冷たく青い目を通して、遥か古代と思われる異界の空の光を見

る。この時、青い瞳から空へと読者の視界が広が り、直前で描かれた竪琴とその

調べを表す金色とあいまって、色鮮やかな幻想空間を想像できる。しかし突如訪

れる結末で、語 り手が精霊の音楽だと思っていたものが実は遠 くの滝の音なのか

と考えたとき、読者も共に現実に引き戻される。青と金の眩い色彩は、幻想世界

と現実世界の間を往還する意識を、より鮮明に印象づける役割を果たす。

Yeatsの 作品に描かれる青の重要性を、彼の記憶に密着させて読み解 くとき、

このように青色のもたらす視覚的な効果は、金などの他色を交えて、鮮やかな印

象を作 り出す。そこには、彼が Bcdおrd	Parkで ラフアエロ前派の美として見て

いた “peacock‐blue"の 静的な青に通じるものがあるといえよう。

しかし、Ycatsが Bcdおrd	Parkを 介して自身の内に形成した審美的感性は、や

がて時代との乖離を経験することになる。時代の趣味を支えた唯美主義運動は、
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1880年代後半には勢いを失い始める。
22	Yeatsは 1888年、三度 目に Bedおrd	Park

に戻った時、かつて自分を魅了 した街並みの雰囲気が全 く様変わ りしていたこと

に失望 し、“I	remember	teling	disappointcd… ''と
記す (Иク113-4)。 この失望の源

が “peacock―blue''と ラフアエロ前派の彩色 に関わるものであったことは、前述

の Tabard	lnnの 変貌を記す以下の回想にも明らかだ。

The Tabard...was so plainly a common public-house; and because the great sign

of a trumpeter designed by Rooke, the Pre-Raphaelite artist, had been freshened

by some inferior hand. (la 113)

また 1888年 のクリスマスにWildeの 自宅に招待された際、そこにラファエロ

前派的な装飾性も“pcacock―bluc"も 存在 しなかったことが明記される。

He [Wilde] lived in a little house at Chelsea that the architect Godwin had

decorated with an elegance that owed something to Whistler. There was nothing

mediaeval nor Pre-Raphaelite, no cupboard door with figures upon flat gold, no

peacock-blue, no dark background. (Au 134)

このような記述から、あえてラファエロ前派運動 と関連づけた美的風潮の衰

退を、katsが無念さと共に敏感に感 じ取っていたことがわかる。自分が愛した

“peacock‐ blue"も 色あせた過去 となってい くことを、流atsは はっきりと認識し

たのだ。

I could not understand where the charm had gone that I had felt, when as a

schoolboy of twelve or thirteen I had played among the unfinished houses,... Yet

I was in all things Pre-Raphaelite. (,lu lq)

Yettsが特別な思いを寄せていたBedお赳 Parkの “peacock―blue"は 、流行の衰

退と共に消え失せたのではなく、1890年代以降の詩や散文作品の中で、ひそや

かに、だが確実に息づいていたのだ。
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4.詩に立ち現れる “peacock‐ blue''の 天空

1888年 か ら1896年 にかけて、三度 目のBedおd	Park時 代 に発atsは `Tk

Wande ngs	of	Oisin'(1889)な どを発表し詩人としての地歩を徐々に固めて行 く

が、この時期の彼の作品の多くに、孔雀の羽根模様を紡彿とさせる描写が認めら

れる。彼が描 く孔雀の青 とは、Momsや De	Morganの作品に端的に表れる静止

した青一色だけではない。彼は、羽根の動きに伴って現れる色の濃淡の変化や、

金色の光沢などを新 しく加えることで、壁紙や陶器を飛び出した、生きている

孔雀さながらの色彩を描き出した。発展した色の動きは、	`Indian	upon	the	God'

のように、孔雀に対する関心が直裁に表れているばか りではなく、彼の創作活動

において多大な影響を与え続けた神秘思想や象徴主義に通じる要素にまで昇華さ

れている。以下、孔雀 と一見無関係な作品にも焦点をあて、“peacockも lue"の変

化と働きが前・中期の詩の中でいかなる効果を生みだすのか、具体的に確認する。

様々な宗教文化の伝統の中で、孔雀の羽根模様が星空や宇宙を象徴 してきたの

は、冒頭で述べた通 りだが、夜空を彩る星の動きに孔雀の羽根の動的なイメージ

を透かし見るとき、Yeatsの作品は深 くて広い、震えるような奥行 きを見せる。

このような効果は、まず 1891年に書かれた未発表の	`The	Pathway'に 見ること

ができる。

Archangels were I God should go

Unhook the stars out ofthe sky

And in a sudden hurry fly
And spread them in a shining row -
A shining pathway as were meet.

I had alone my life for thee;

Tread gently tread most tenderly

My life is under thy sad feet.23

前半で描かれるのは、夜空に散 りばめられた星を一本の輝 く列に並べて、愛す

る相手のもとに行き着 くための “A	shining	paぬway''を作るという、詩人の想像

である。それは、6行～ 8行 日にあるように、相手に捧げた自分の人生にも例え

られる。優しくそっと足を踏み入れてください、私の人生はあなたの悲しい足元
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にあるのだという呼びかけの裏には、語 り手の恋心がたやす く破られるだろうと

いう予感がひそんでいる。彼が想像した星の街道も、その切ない心と同様に傍 く

崩れてしまうという不安もある。その時、自在に変化する孔雀の羽根の繊細な光

の動きが、夜空を背景として浮かび上がる。

同様のことは、1898年作の `Hc	hears	the	Cry	Ofthc	Scdge'に ついても言え

るだろう。語 り手が独 り菅の茂みを通りかかった時、吹きあがる風の声を聞 く。

それは、わびしい地上の風景と呼応するように、彼の悲恋を予言する。

Until the axle break

That keeps the stars in their round,

And hands hurl in the deep

The banners ofEast and West,

And the girdle of light is unbound,

Your breast will not lie by the breast

Ofyour beloved in sleep. (VP 165)

天空の星々は今、東西の方向を見定め秩序だった動きをしている。しかし、そ

の間語 り手の恋は成就しない。彼の想いが叶うのは、星の運行が乱れる時だとい

う。支配的なイメージは、さ迷う語り手の頭上に広がる星空の整然たる動きとそ

の終末における崩壊という、壮大な対照である。この詩には色を表す言葉は一つ

も使われていない。しかし、夜空の漆黒または紺青を背景に、星の瞬きに孔雀の

羽根のうごめく繊細な燈めきを重ねるとき、整然から混沌へと乱れ散る光の動き

は、巨大な宇宙的運命と小さな語り手との対照と、悲恋を予感じ寂蓼感に震える

語 り手の心の装とを、一層鮮やかに表現することになる。

ル
`″

″′α″ο″g	ttι	R“赤 (1899)に 収録された `Hc	wishcs	br	the	c10ths

of	HcⅣen'は、以上二作における語 り手の悲哀に満ちた情感や孔雀に例えられ

る光や色彩をさらに深化させた作品 ともいえる。

Had I the heaven's embroidered cloths,

Enwrought with golden and silver light,
The blue and the dim and the dark cloths

Of night and light and the half-light,
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I would spread the cloths under your feet:

But I, being poor, have only my dreams;

I have spread my dreams under your feet;

Tread softly because you tread on my dreams. (VP 176)

`Thc	Pathway'と の違いとして、ここでは語 り手と恋人を結ぶ道が、天上の刺

繍織物へと変わっている。これにより語 り手の夢幻の想像が前面に出て、冷たい

現実との対比がより鮮明になる。 `Pathway'に おいて単純に星の街道となってい

たものに、布地という触感のあるイメージが付加されることで、幻想がもたら

すリアリテイが強化されるからだ。Ycatsの 妹 Lily恥誠sが 1888年 から5年間、

Morisの 娘 May	Momsの 工房で刺繍職人として働いたことは、詩句における布

地の触感を考察する上で興味深い。

構成に着目すると、M.L.Rosenthalは 8行のこの作品がコロンを用いた一文

から成り立っている点に注目し、本来ならば前半 5行 と後半 3行で意味が区切れ

るところを、意図的につなぎ合わせていると指摘する。これにより、布地と語り

手の心情が別個に扱われていないと読むのだ。
24押

韻についても、前半 4行 と後

半4行のキーワー ドが一致 して反復される点も重要だ。夜空を表す青や漆黒の

「生地」(“clothes")に 、星や月の「光」を表す金銀の刺繍 (“light")が施される。

また恋人の足元に広げた「夢」 (“dreams'')に踏み入る相手の「足」(“tet")と

いうように、緊密なイメージと語 り手の思いとが、刺繍糸のように級密に布地に

絡んでくる。貧しさゆえに夢にしか描 くことのできない織物は、彼女が一歩足を

踏み入れるたびによれ、めくれることだろう。それは、孔雀の羽根のように変化

する星の光を湛えた夜空でもある。その頼りなげな布地の星空模様の動きは、語

り手の夢の傍さにも重ねられる。こうして、孔雀を彿彿とさせる、鮮やかだが傍

い幻想の燈きが、深く精妙な情調をもたらすのだ。

5。 Rθsα	Иねレ″′
`α

にみる “peacock‐blue''の 変遷

以上からも明らかなように、Yeatsの “peacock―bluc"は、Bedおrd	Park時 代の

記憶によるものだけではない。彼の感性の中で、時と共に変化・発展を遂げたこ

の色彩表現は、冒頭で触れたRοsα	И′c力御 たαの中にも、より顕著かつ巧みに現

れているのだ。そこに描かれる色調もまた、満天の星空を想起させ、燃え上がる
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炎や逆巻 く波のうねりとなって、さらに大きな空間的広が りを作 り出す。

錬金術師である主人公は、自宅に数々の美術品を集め、それらの美しさに心を

奪われつつ、孔雀の鳥を自己陶酔の世界の番人に見たてる。

I looked in the triumph of this imagination at birds of Hera, flittering in the light
of the fire as though of Byzantine mosaic; and to my mind,... they seemed the

doorkeepers of my world, shutting out all that was not of as affluent a beauty as

their own; (^tR 128)

ビザンテイン様式のモザイクの輝かしい美しさを伴う、ヘラの鳥の躍動的な色

彩は、続いて以下のように語られる。

When the door had closed, and the peacock curtain fell between us and the world...
and in the darkness the peacocks upon the doors seemed to glow with a more intense

colour. I cast offthe illusion...while it [the shadow] left the peacocks to glimmer and

glow as though each separate colour were a living spirit. (SR 131-33)

「孔雀の帳」(“peacock	curtain")と は、Rosse■iら も絵画の中に描いた、孔雀

の羽根を織 り込んだ掛け軸に似た飾 りのことであろう。その帳が自身を外部の

世界から遮断すると同時に、扉の上に飾 られた孔雀が間を通して輝 き始める。

この時主人公は、7L雀 の持つ「強烈な色彩」(“intensc	colour")に 囲まれてい

る。その一つ一つの色彩 とは、静物画のような静的な色ではなく、「慢々と輝

く」(“glimmer	and	glow'')と あるように、違々と輝 く、「生きている霊」(“‖ving

spirit'')の ごとく鮮やかな “peacock―bluc''な のだ。それによって引き起こされる

幻想が、以下に続 く。

...when the peacocks on the door behind him appeared to grow immense; ...and

I was drowned in a tide of green and blue and bronze feathers, ...The glittering
feathers had now covered me completely, and I knew that I had struggled for
hundreds ofyears, and was conquered at last. I was sinking into the depth when
the green and blue and bronze that seemed to fill the world became a sea of
flame and swept away... (SR 135)
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巨大に膨れ上がった孔雀の幻影に圧倒された主人公は、青と緑の羽根の色が渦

巻 く混乱の中に陥る。やがて鳥としての形象は崩れ去 り、炎の海と化 した青と緑

のうねりが、主人公の意識の錯乱を表す。続 く幻覚の中で、彼の姿は一滴の溶け

た金に変わり	“…and	bccomc	a	drop	of	molten	goldね 1ling	with	immense	rapidiり,

thrOugh	a	nigh	clabomtc	with	stars… ''(SR	136)と 、一個の流星のように大空を急

降下する。満天の星空はまた、錬金術の炉にも例えられる。そして突如彼は我に

返る。この経緯で描かれるKatsの “peacock―blue"は 、もはや Bedおrd	Parkの

Momsや De	Morganの 作品に見られた、装飾的な青だけではない。静止せず、

複数の異なる色彩と共に広がり変化する動的な要素を持つ。

動的な “peacock―blue"は、他の場面でも繰 り返される。典型的な例が、主人

公が一つの箱を目にし、そこに施された装飾を通して広大な宇宙空間を想起する

場面だ。

So soon as I was alone, I turned to the box, and found that the peacocks ofHera
spread out their tails over the sides and lid, against a background on which were

wrought great stars, as though to affirm that the heavens were a part of their

clory. (.tR 141)

ここで強調されるのは、工芸品としての一つの箱の意匠から広がる宇宙的な想

念である。このように視覚的なものから想念の位相へと、イメージを動的に重層

化させることによって、視覚効果においても、込められた意味内容においても、

孔雀の象徴作用は一層深みと多義性を増 してゆく。

Yeatsが このように躍動感溢れる孔雀を文学作品に表す前に、同様の試みが

室内装飾においてなされた。それが J.M.Whistlcrの Thc	Pcacock	Roomで あ

る (図 3-4)。 「青 と金のハーモニー」(`A	Harmony	in	Bluc	and	Gold')と いう

副題を持つこの作品は、1876年 、著名な美術品収集家で長年にわた りWhistler

のパ トロンでもあった Frederic	Leylandの ために、ロンドンの彼の屋敷の一室

を改造 したものである。青と緑の壁面を埋め尽 くす豪華絢爛な金色の孔雀の姿

は、当時の文学界・芸術界で大変な反響を呼んだ。
25唯

美主義運動の中心的提唱

者だったWildeは、1886年 のアメリカ講演でThe	Peacock	Roomの 色彩 と装飾

の美 しさを称えている。
2'ま た、同 じ頃「美学者の女王蜂」の名で知られたLady

Archibald	Campbellも 、「Whisticr的 」 (“Whistleresquc'')と いう形容語を用いて
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図3.J.M.Whistler's	Peacock	Room
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図4.Figures	ofpeacocks
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Thc	Pcacock	Roomを 称賛し、家具や置物にも細かな観察眼を向けて部屋全体の

色調に深い理解を示している。

As I first see this room at night, looking into it from the doorway, it is bright as

it were with flaming fire. A table stretches down the room, on which is spread a

blue cloth, whereon stand old Nankin dishes, filled with golden fruit. Beyond,

against each shutter of two of the three windows, the opposite wall, an argus

eyed blue sentinel watches, defiant, on a field of gold. As he flaunts his proud

fan from floor to ceiling, the sweeping shudder of parted quills can almost be

felt shaking the air and filling the room with tremulous sound ... Round the
pendentives on the ceiling radiate the breast-feathers in ripples and circles of
pulsating colour. Two golden peacocks, with crest erect, in deadly combat,

decorate the blue space at the upper end of the room. In the mustering and

opposing of these birds in feathered strife, in counterchange of golden plumes on

field of azure, azure plumes on field of gold - from the glancing movement of
multitudinous eyes and erected feathers and interchange offiery tone is evolved
Peace -Unity- as of ONE Plume.27

ここで孔雀の色彩やまばゆさは火に例えられて「燃え上がる炎」(“麟mhg	fiК'')や

「火のような色調」(“ncry	tone")と 表現されるが、これはRο

“
Иた滋滋cα で“gl mer''

や“glow''と 繰り返される孔雀の羽根の輝きに通じている。さらに、Archibaldが描写

する孔雀の色調もまた静止したものではない。“shaking	thc	air	and	nlling	the	room
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with	tremulous	sound''と あるように、孔雀が羽根を広げる時の躍動感が、空気の

動きとして表現されている。そして、“pples	and	ciК les	of	puls ng	colour''と

いう色彩の広が りこそ、Rοsα	И′εЙ御たαの世界を包み込む「炎の海」(“a	sca	of

name'')に 重ねられないだろうか。実際の孔雀の羽根の色もまた静止せず、光の

加減や見る角度によって、眼状斑やそれを取 り巻 く色の濃さ、光沢が微妙に変わ

り続ける。Whistlerは 室内装飾に、Ycatsが共有する動的な特徴を表現したといえ

よう。

挽atsが Rοsα	Иたた
“
たαを書 く際に、The	Pcacock	Roomを 参考にしたかどう

か定かではないが、彼はWhistlerの絵画に、フランス象徴主義の要素を汲み取 り、

絵画や詩作に関する持論を展開する上で、Whistlerの 色彩表現上の調和や工夫に

何度も触れているのは事実だ。Whistlerと の共通性から見えてくるのは、動的な

“peacOck―bluc"と 、その背後にある象徴主義である。

その後の Ycatsの作品における孔雀由来の色彩表現は、落ち着きを見せ始める。

孔雀やその青色に対する意識は前面におし出さずに、彼はラフアエロ前派的な色

の視覚効果と、Whistier作 品に共通する色の動的な象徴作用とを融合させていく。

20世紀初頭に書かれた `Adam's	Curse'(1902)は 、突出して孔雀を想起させるよ

うな表現が控えられ、作品全体を構成する総合的な表現の一部分に収まっている

例である。その上で、さりげなく使われる “bluc―green''と いう色の名称が、失

恋の記憶と痛みを再現する情景の中に、孔雀 と星空の変奏を作 り出しているのだ。

We sat grown quiet at the name of love;

We saw the last embers of daylight die,

And in the trembling blue-green of the sky

A moon, worn as if it had been a shell

Washed by time's waters as they rose and fell
About the stars and broke in days and yearc. (ff 205-6)

暮れゆく日の最後の光が燃え尽きないうちに、夜空に浮かび上がる月は、波に

もまれて欠けていく貝殻のように傍 く、語 り手の破れた恋心を映し出す。それ

は、時と共に傷が洗い流されるというよりは、さらにかけて砕けるような心情で

あり、これまでみてきた星空に加えて海のイメージも付加されている。「青緑」

C`bluc― green")と は、まさに孔雀の羽根と同一の色である。その波は「震えてい
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る」(hembling")と 表現され、孔雀があの巨大な羽根を広げる時の震えを連想

させはしないだろうか。そうした動きが、「星々の間を寄せては返す」(“rose	and

個1/About	thc	s●rs'')と いうのだ。この「星々」(“ stars")を 、羽根の震えがも

たらす光のしたたる輝きや眼状斑に重ねてみるとき、	`Adam's	Curse'	 の情景は、

アダムが生を享けた原初の世界から続く宇宙的な空間へ連なり行く予感を与える

と言えよう。

6.	 おわりに

以上、Bettd	Parkで 恥atsに 強い印象を与えた孔雀のイメージと機能を、一

つ一つの作品に探ってきた。“pcacock―blue"の 色彩は、ひそやかにではあるが、

確実に彼の創作イメージの中に存在 し続けていたのだ。唯美主義運動という短命

な時代思潮の中で、Ycatsは 最も多感な青春を過ごした。その期間において、ラ

ファエロ前派とそれに付随した色彩である
・̀pcacock―bluc"は 、移 り行 く時の中

で人々の記憶から薄れたが、Ycatsに とっては重要な詩的想像力の源として後々

まで残っていたのである。ただし、様々な宗教文化や神秘思想にも深い知識を

持っていたYeatsは “peacock―bluc"に 、孔雀が持つ多様で重層的な象徴作用を

取 り入れた。そうすることによって、室内装飾などの芸術品に特徴的であった静

的な “peacock―blue"に、生命力や躍動感を与えることができたのだ。

hatsの 作品における、色彩表現や象徴作用が暗示する意味の多様性を、彼が

こよなく愛 した “peacock―blue"の 羽根色を通して読み直すと、そこには彼の青

春時代そのものであるBedおrd	Parkへ の深い憧憬が潜んでいるのである。

本稿は、日本イェイツ協会第46回 大会 (琉球大学、2010年 9月 25日 )にお

ける研究発表に加筆・修正したものである。
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W. B. Yeats's World of "peacock-blue"

Yuki	lI｀akahashi

During his long literary career, W.B.Yeats repeatedly used the motif of the peacock

and the colour of "peacock-blue". The purpose of this essay is to explore aspects

of the symbolic imagery in Yeats's use of "peacock-blue" in his poetical works, by
tracing where the expression of the colour came from. Yeats's living environment in
his youth and the milieu of the contemporary decorative arts are specifically focused

on in order to understand why and how the poet acquired his peculiar taste and

transformed it into his poetical expressions.

Yeats's Autobiographies informs us that his affection for "peacock-blue" derived

from his youth spent at Bedford Park, London, where the aesthetic taste of the

English middle class culminated in the art of interior and home decoration. Together

with Pre-Raphaelitism, Orientalism was the taste that marked Bedford Park in the late

1880s. Eastern products like china and fabrics were greatly appreciated because of
their rare and exotic blue colour. These were also associated with artifacts of William
Morris and William De Morgan, both known as leading icons of the Arts and Crafts

Movement. Yeats's early works such as 'I sat on a high gnarled root' indicate his
inclination toward the taste of such colour in vogue among the middle class.

The introduction of French symbolism and J.M.Whistler's chefs d'oeuvre, The

Peacock Room, to Yeats in the 1890s, however, seemed to lead him to change
the symbolic faculty of "peacock-blue" in his works. Adding more vibrant and

ambiguous modality, "peacock-blue" was then transformed into a more accomplished

literary symbol which could communicate the deeper and subtler state of mind as in
various works such as The Wind among the Reeds (1898). Some phrases and images

from Rosa Alchemica (1897) suggest its compatibility with occult mysticism as well.
Some consecutive changes and developments can be seen in how and what Yeats

tried to convey through this symbolic colour especially during the 1880s and 1890s.

Those changes and developments were closely related to the poet's exploration into his
way of expression. At the same time they were also in closely connected to both his

material and aesthetic milieu of the time.
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《シンポジウム報告》

1930年代のイェイツの危機意識
― “inorganic	mind"への批判を中心に一

山 崎 弘 行

Oκ ′力
`β

οル″(1939)の 中で、イェイツは、人間の精神を無機的にしたのでルネッ

サンスを憎むが、形式を明晰にし、自由を生み出したので愛するという主旨のこ

とを述べている。このようなアンビバレントなルネッサンス観は、イェイツが敬

愛したアングロアイリッシュの哲学者Edmmd	Burkeが Rグ場′′ο″s・ ο″′力ιRαοル′′οκ

ノ″ルα″
“

(17∞)で展開したフランス革命批判を想起させる。バークはこの中で啓

蒙主義者たちの精神の有 り様を、“coat	ofpttudice''を 脱ぎ捨てた “ntted	reason''だ

と批判した。彼らは、フランス革命以前に存在した様々な伝統的な価値体系を非合

理的な感情に基づく“pre」 udice''だ としてことごとく排除したからである。無機的

精神とは、バークのいう「裸の理性」に相当し、有機的精神とはバークのいう「偏

見の上着」にくるまれた理性に相当していると思われる。ルネッサンスとフランス

革命の違いはあるが、これらの歴史的な一大変革によりもたらされた精神の自由

という大義名分自体については、バークもイェイツも共に近代の優れた思想として

尊重していることは注目に値する。しかし、彼らが尊重する精神の自由とはあくま

でも伝統的な秩序や価値体系と有機的に結びついた自由なのである。イェイツと

バークが批判したのは、伝統的な秩序や価値体系を顧みることなく、裸の理性だ

けを盲信して人間の自由を追求する無機的精神の支配する近代文明であった。

1930年 代のイェイツの危機意識を根底から支えていたのは、以上のようなル

ネッサンス観に基づく時代認識であったと思われる。例えば、0″ ″力
`β

οル″には、

知性と体力との間のつなが りを大切にする精神こそが有機的精神のあり方の一つ

であることが示唆されている。また「古代人の予知能力」が為政者の備えるべき

素質として重要視されている。バークが擁護した「偏見の中に潜在する英知」を

想起させるこの能力は、有機的精神のもう一つの側面だと言える。さらに、国家

への愛情や帰属意識が重視されているが、これも有機的精神の属性にほかならな

いcそのほかに、有機的精神への信仰を復活させ、退化した近代文明を再生させ

るためにも、戦争のもつ意義を評価する必要があるとして、「戦争を愛せよ」と

いう反時代的な主張さえ行っているのである。
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このような時代錯誤的な発言の背景には、第一次世界大戦後に個人主義と民主

主義が行き過ぎて、アイルランドを含むヨーロッパ諸国が無秩序化しているとい

う危機意識があった。しかし、イェイツが無秩序を克服するための国家として期

待 したのは、左右両翼の無機的な全体主義国家ではなく、有機的精神を有する「高

度に訓練された知識人」が支配する有機的な国家であった。

イェイツは、1928年 に「出版物検閲法案」を批判する2編の論考「検閲と聖

トマス・アキナス」と「アイルランドにおける検閲」を発表した。これらの論考

には、イェイツが 0″ ′力
`β

οル″で展開することになる近代文明批判の主要な論

点の萌芽が見られる。そこには、「精神は肉体全体に宿る」というトマス・アキ

ナスの有機的精神哲学に基づき、いたずらに肉体を忌み嫌うカトリック教会の精

神主義が批判されている。また、様々な場所 (友人あての手紙、自作解説、0″

′ル ∂θルr等)で、鳥や植物などの有機的な自然物の比喩を用いながら、共和制、

議会制民主主義、自由主義、ファシズム、コミュニズムなどのすべての近代の国

家制度を無機的な知性の産物だとして糾弾している。

晩年の詩や劇にも有機的な精神を重視する姿勢が窺える。その典型的な事例は

Pに要ゎク である。主人公の老人には対照的な二つの思想が同居 している。一つ

は、名門の家族の繁栄のために一族の血統を汚さずに末永く継承することを「神

聖な義務」だとする前近代的な優生学的思想。もう一つは、性愛の自由への欲望

は、宗教的な救済による以外に超越することが困難な人類の夢であり、それには

寛大であるべきだとする近代の個人主義である。この悲劇は有機的精神の衰退

に対する危機意識を主題とする物語として解釈できるだろう。また、最晩年の

詩 `Pol cs'で は、左右両翼の全体主義陣営が衝突 し、戦雲急を告げる1930年

代のヨーロッパの国際情勢に政治的な関心を寄せている。しかし、同時にそれに

負けず劣らぬ強い性的な関心を目の前にいる一人の娘に向けてお り、この詩が

イェイツの有機的精神を反映した詩であることを示唆している。同じく最晩年の

詩 `Under	Ben	Bulbcn'に おいては、身体的に優れたものを称え、身体的に劣っ

た者や、過去の歴史と伝統的な文化を忘却 した無機的精神を拒否することが要請

されている。1930年代のイェイツにとって、究極の理想的国家形態は、	ドイツ、

イタリア、アイルランドなどのファシズム志向の国家ではなく、有機的精神を備

えた有能な少数の知識人に統率された見果てぬ夢の国であった。晩年のイェイツ

は、この夢を抱きながら、無機的精神が支配する近代のヨーーロッパ文明に対して

危機意識と異議を表明したのである。
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《シンポジウム報告》

イェイツ思想の反時代性一 〈近代〉への挑戦

松 田 誠 思

第一次大戦の前後から「自由国」成立を経て 1930年代に及ぶアイルランドの

政治的・社会的現実と、ヨーロッパの歴史と文明の現況にたいするイェイツの認

識は、大別して二つの特色を示している。一つは、対英抗争と内乱の曲折をへて

成立した「自由国」を基本的に支持する立場をとる一方、民主制という多数者支

配の政治制度にたいする異議申し立てを機会あるごとに表明し、またカトリック

主導の政教不分離の政治運営、それによって台頭 した市民階級の世俗的価値観を

批判 して、反時代的姿勢を鮮明に打ち出していること。もう一つは、И″s′ο″に

詳述され、̀ Thc	Sccond	Coming'、 `The	Gyres'、 `The	Statues'な どの詩的イメージ

に示されているように、約2000年の周期で正反対の文明が交替するという循環

史観にもとづき、現代社会の物心両面にわたる混乱と末期的様相は、文明の交替

期特有の表れであるとして、ルネッサンス以後の近代の歴史の中に位置づけ、巨

視的に捉えていることである。

これらはいずれもかなり主観性の強い認識であり、事実に照らして検証し得な

いところが多分に含まれているが、イェイツ最晩年の詩作・劇作活動のかなめに

なっているだけでなく、0″ ′みι	Bοル′(1939)で 開陳される現代社会における人

間の堕落 。生のエネルギーの衰退にたいする危機意識や、優生学に基づ く荒療

治の提案と密接に結びついている。イェイツのこのような時代認識の妥当性 と

特異性 をより明らかにするために、ここでは同時代のす ぐれた文明批評家ポー

ル・ヴァレリー (Paul	Va16ry,1871-1945)と オルテガ・イ・ガセット (Ortega	y

Gassct,1883-1955)が 、1880年代以降のコーロッパ現代史、特に第一次大戦後の

ヨーロッパ社会と文明の状況を的確に分析 し素描 した論考を参照枠として用い

る。この二人の思想家はイェイツの考えるような循環史観を支持しないが、歴史

観の相異にかかわらず三者それぞれが同時代の現実にいだいた危機感は、現代の

ヨーロッパ文明にほぼ同一の病根を読み取ったことによるだろう。

三者に共通する文明観の基本は、〈文明〉の形成と推移・発展の根本要因を、

政治や経済の活動そのものにではなく、それらを含む人間の諸活動の母体である
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精神のあ りように求めるところにある。 したがって、ヨーロッパ近代文明の際

立った特質は、第一に科学的方法による世界認識、及びその技術的応用による生

活の利便・快適さの追求におけるめざましい達成である。それは新しいエネル

ギー源の開発・利用によって環境的諸条件と人間との関係を大きく変え、人間的

生の可能性を大幅に拡大したが、同時に多様な観念の対立・共存による矛盾と不

調和をいたるところに作 り出したため、精神が集中すべき焦点を見失い、過去に

も未来にもゆったりとしたまなざしを向けることができず、注意力の対象が異

様に狭 く現在に限られる事態をひきおこした。この「無限に豊かな無」(ヴ ァレ

リー)と いうべき状態の中に、過去の伝統との断絶と不透明な未来への無関心か

ら、すべての生の価値を転倒するニヒリズムヘの危険な徴候が生まれる。産業振

興 industrialismに よつて史上類例のない豊かな生活物資に恵まれ、自由・民主主

義の普及によって市民的権利を当然の遺産のように先祖から受け継ぎ、個人の目

下の欲望充足が主要な関心事であるような人間、社会的であれ宗教的であれ、個

人を超える存在と価値にたいして奉仕や献身の必要性も義務も感じない人間集団

(オ ルテガの言う「大衆人」`mass― man')、 19世紀末のコーロッパ社会に出現 し、

やがて最 も強い勢力を持つにいたるこの新 しいタイプの社会的人間集団の生態に

こそ、〈文明)の質的低下をもたらし、(国家〉の命運を左右する危険性があるこ

とを、三者三様に警告しているのである。

1930年代のイェイツが同時代のアイルランド社会と人間についていだいてい

た危機感は、以上のようなヨーロッパ文明全体にかかわる歴史的要因のほかに、

カトリック・プロテスタントの宗教上の対立が政治・社会問題と切 り離せないア

イルランドの特殊事情によるものであり、さらにもう一つイェイツ自身がルネッ

サンス以後、特に17世紀以降ヨーロッパの近代哲学・科学の主流となった認識

論のパラダイム、すなわち認識の主体と認識の対象を厳密に区別することによつ

て、〈知〉の客観性と確実性を保証しようとする立場にたいして、終始批判的であっ

たことによる。前者に関しては、社会的公正の理念の実現ではなく、政治的党派

や宗派の多数者の「正義」を実現するための立法、たとえば離婚を禁ずる法 (1925)

や出版物検閲法 (1929)な どにたいして、彼は周到な論陣をはって強く反対 した。

後者に関しては、(知〉の客観性と有用性を偏重する近代的認識論が、この世界

における (個)と 外界の事物との有機的関係、さらには人間のみならずすべての

事物の相互関係に含まれるユニークな価値の認識を妨げ、〈生〉の自己疎外を引

き起こしていることを、詩人としての出発当初から一貫して批判 していた。神智
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学、ヘルメス哲学、錬金術、魔術など、近代の哲学・科学にたいして相補的な意

味を持つ古代・中世の く知〉の探求方法の研究と実践に、彼が生涯情熱を傾けた

所以である。それはこの世界と人間についての (知〉の拡大というよりも、古代・

中世人が自然と人間の関係について、また宇宙における人間の位置について蓄え

てきた英知に学ぶ、いわば人間的知の再発見と深化の試みであった。

舞台を現代アイルランドに設定した二つの劇 πZι %潮s“′ο″″ι%″あw―ρα′θ

(1930)と れそF″メ1938)は 、同時代の社会的現実にたいするこのような危機感

を反映している。国民の間に唯物的傾向が強まるに従って、人間や事物の霊性

spintual● がないがしろにされ、民主制の中で台頭 してきた市民階級 (ブルジョ

アジー)は名家に代表される過去の伝統と文化の破壊に手を貸す。アイルランド

の宿命的二重性と言うべきゲーリック・アイルランドとアングロ・アイルランド

の不幸な結びつき、プロテスタントとカトリツクの宗派対立のために、時代を越

えて国民精神の連続性を具現すべき国家の基礎が揺れ定まらない。このような社

会的テーマが、イェイツ自身の直面していた実存的問題と重ね合わされ、コンパ

クトな劇的空間に表現されているのである。しかも現代劇には珍しく、いずれの

劇においても劇行動の中心が人間の死後生 1畿 ancr	dcathの 実在を前提にしてい

て、生と死を対立概念として捉える近代人の認識とは異なり、生と死が断絶と連

続性の相反する相を持ちながら、切 り離せない一つの生命の環 ringを なしてい

るという中世・古代に遡る死生観に基づいている。

18世紀の代表的知性にして知的愛国心の体現者 Jonathan	Swlftが 、自らの信

ずる (知)と 〈理〉の要求に殉 じ、自然な性愛を拒否 して二人の女性を愛の挫折

に陥れるディレンマと 〈罪)の意識を表象する『窓ガラスの言葉』。限りなく生

命を生む創造の源泉であると同時に、社会的な善悪と関わりなく生命の自己破壊

を引き起こす性愛とは何か 'ア イルランドにおける (名家)の衰亡に代表され

るような共同的生命の母胎の死は、それに替わるどのような人間的価値の実現に

よってつぐなわれるのか '三度の親族殺人といういわば「優生学的断種」の処

置をとっても、ただ空しさをかみじめるのみの極道老人 (『煉獄』)。 このような

実存的アポリアを、過去 。現在・未来の時間が重層する劇的時間の中に表象し、

人間存在の謎と解きがたい葛藤の相を浮かび上がらせる。これらの劇は、優生学

的対応の必要性を性急に求める0″ ′力θ	Bοル′における彼の主張とはうらはらに、

人間の背負っている宿命の内実と乗 りこえがたい深さを、いっそう露わな形でわ

れわれに自覚させるものになっている。
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《シンポジウム報告》

イェイツと優生学

萩 原	具

周知のように、0″ ″
`Bο

ル′の初版は1939年 9月 、Cuala	Prcssか ら刊行された。

同書は7つの章から成立 していたが、注目すべ きは、Pνrg"ッ が一番最後の7

番目に配置され、末尾を飾るエピローグの役割を果たしていたことである。本発

表の目的は、Pγば"ク
を含む0″ ′力ι	Bο″

`′

初版の内容を優生学の観点から把握

した上で、さらにそれを1930年代の優生学を巡る言説のコンテクス トの中に置

いて考察し、論点を提供することである。

0″ ′力ι	Bο′″ι′は、① 遺伝決定論に与している、②	negativc	cugcnicsを 支持し

ている、③「退化」を克服するためには「戦争」「内乱」も辞さない、という点

で、比較的穏健路線を歩んでいた 1930年 代の英国の優生学協会 (Yeatsは 1936

年 11月 に入会)か ら見ると、一種矯激な言説と受け取られても仕方がない側面

を持っていた。そのためか、Bradshawは 「優生学的にいつて、流atsは奇矯な反

動家」であると見なし、Childsは Yeatsが「20世紀文学の歴史において、Woolf

とEliotと 同様、最初の優生学推進論者」であったと断定 している。確かに、彼

を筋金入りの「優生学推進論者」と位置付けることは可能かもしれないが、果し

て彼は全面的に優生学を信奉 していたのであろうか。Yeatsは 過激な優生学的言

辞を弄する一方、優生学に対してアイロニカルな視線を向けてもいたのではない

か、というのが、本発表の骨子である。

優生学に対するhatsの ambivalentな 態度は、意外なことにP″慇αゎッ にも窺

える。この詩劇は「老人」の独自劇ではなく、「老人」と「少年」の対話劇である。

発atsは 、二重化された自己を「老人」と「少年」という対立する二人の作中人

物に仮託し、両者に対話を行わせることによって、自己の分裂を相対化し、自己

の戯画化を図っていると言える。この自己相対化の方法が、中期以降の幾つかの

対話詩でも如何なく駆使されていることは、周知の通りである。hatsが 自己の

分裂を相対化 した劇であるという観点からP″

"の
を読み直してみると、「煉

獄の魂」を巡っても、「夢見による回想」を巡っても、「不釣 り合いな結婚」を巡っ

ても、ことごとく「老人」の言動が「少年」の反応や反論によって相対化された
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り、茶化されたりしていることを再発見するはずだ。明らかに「老人」=作者と

いう等式は成立していない。二人のちぐはぐな対話のズレは、	ドタバタ喜劇風の

様相を帯びているとすら言えるだろう。詩劇の一番最後の「老人」の科白は特に

注目に値する。「老人」は “pollution"に 満ちた罪深い家系を断絶し、母親の魂を

「煉獄」の苦しみから解放するために、「少年」を刺殺するが、殺害後に「老人」

が試みようとした二つの行為が、いずれも挫折するからである。すなわち、「少年」

を騎士と貴婦人の間の子供として誕生させたかったという「老人」の願望が仮託

された子守唄の歌詞を「老人」が忘れてしまったのが第一の挫折、「裸の本」に

母親の「浄化された魂」の象徴を看て取ろうとしたが、「老人」の耳に幻聴のよ

うに聞こえてきたのは「蹄の音」であり、そのことから母親の魂がいまだに煉獄

の苦しみに囚われていることを「老人」が悟るのが第二の挫折である。所詮、「人

殺しは何の役にも立たなかった」というわけだ。

P″磐物 クの性格を考える上で示唆的なのは、0″ ′力ι	Bοル″初版で詩劇の直前

に置かれた `Other	Matters'と いう章の一節である一「いかなる悲劇も偉大な登場

人物を最終的な喜びに至らせないならば正劇ではない」。とすると、P“轡"ッ
の

終結部は、自分の「惨めさ」と母親の「悔恨」を鎮めてくれ、という神への「老

人」の嘆願で終わるが、この空しく虚空に消えてしまう嘆願から、hatsが悲劇

の条件とする「最終的な悦び」を「老人」が獲得しているとは到底思えない。こ

の意味でP“′g"ッ が悲劇であるかどうかは疑間であろう。

以上、P′僣"ク
の対話的構造に着目し、hatsが二人の作中人物に対話を行

わせることによって、自己の分裂を相対化し、自己の戯画化を図っているのでは

ないかという点と、「老人」の空しい嘆願で終わる非・悲劇的なP″
"の

を指

摘してみた。これらの点を踏まえると、確かにYeatsは 優生学を信奉し推進しよ

うとしたが、同時に優生学に対してアイロニカルな態度も秘めていたのではない

か、と思われるのである。

この優生学に対する職atsの ambivalentな 態度は、実は0″ ′ル Bο′′ιrの 散文

においても垣間見られる。それは、散文が「気違い船大工」McCoyの挿話で始

まり、詩 `The	Statesman's	HoHday'で 終わっている構造に関係する。hatsは 冒

頭、群衆から「小石のシヤワー」を浴びる「気違い船大工」に自らを擬えてい

る。ここには、「政治と文学」に関する自己の「基本原理」を開陳すると、社会

にどのように受け取られるのかを前もって冷静に客観視する視線、つまり自己

を相対化する視線を感得することができる。他方、末尾の詩の語り手「私」は、
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P“慇¨ ッの「老人」と同様、「退化」「堕落」の批判者であ り、かつその徴候・

典型である。「語 り手」は、かつて「大きな家」に住み「偉大な政治家」であっ

たものの、今では「精神も肉体 も委縮 し」、道化じみた格好で日夜、詩作にいそ

しむ詩人稼業に就いている。上院議員でもあった職atsは 、ここでも語り手「私」

に己を投影して、自己を戯画化 しているのである。

こうしてYeatsは 、0″ 滋ι	Bοル′の散文においても、その冒頭と末尾を二人の

自己戯画的な人物で挟み込むことによって、優生学に対してアイロニカルな態度

を示唆したのではなかろうか。
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《ワークショップ報告》

アイルランドと沖縄の子守歌一背景と構造をめぐって―

アイルランドと沖縄の子守歌〈序〉

松 村 賢

子守歌には岸辺に寄せる波音のように何となしになつかしさを誘う響 きがあ

り、その調べは何時かしら体にしみ込んだふるさとのような独特の感情を呼びさ

ます。曲や言葉の変化を伴いながらも広く伝播 していった子守歌は回承のもつ生

命力を如実に伝えている。

日本の子守歌は、行智の『童謡古謡』(1820)に みられるように、従来「わらべ

うた」に分類され、さらに機能上から 〈寝させ歌〉〈遊ばせ歌〉〈目ざめ歌)に分

かれている。イギリスでも “lullaby"は “nwsery	 ymes"(わ らべうた)に収めら

れ、題材によって分類されることが多い。

子守歌は誰が歌ったのだろうか。イギリスやアイルランドでは母親や乳母

(nurse)が歌ったが、日本では「勤めしやうとも子守はいやよ	 お主にや叱られ

子にやせがまれて	 間に無き名をたてらる 」ゝ(『 山家鳥虫歌』)の ように、江戸

時代から 〈守り子〉が歌ってきた。なかでも、貧しい家の子は子守り奉公に出さ

れ、「五木の子守唄」のように苦しみや嘆きの子守歌を歌った。一方、沖縄ではど

うだったのだろうか。「娘たちは、たくさんの子供をお守 りするのが誇り」(宮城

文『八重山生活誌』)で、この「真心の奉仕」が伝統になっていたようである。

WB.イ ェイツの初期の詩に `A	Cradlc	Song'(動
`Rο

x,1893)と いう短い「子

守歌」がある。この詩に曲を付け、子守歌特有のリフレインを挿入して歌いあげ

たのが Marie	O'Neillで ある。オニールの `A	Cradic	Song'は И″47ο″ノ″
`″

′″′励

″β.たα″s(Bluc	Stack	Records,1988)に収められた他のイェイツの詩とともに魅

力あふれる子守歌となっている。

アイルランドの子守歌には妖精も登場する。Adclaide	L.J.Gossetは ん
“
′′αわJω

グ ′力ι乃
“
′Ⅳ″Jθ″SrИ	CοЮ

“
α′ぽ Sοκg″J′力R`″″′ブ″gSルθ″′ル ″υ′S力 α″′′力

`
Gααた (1915)を 編むにあたり、イングランド、ウェールズ、スコットランド (ヘ

ブリデイーズ諸島、オークニー諸島、シェトランド諸島を含む)、 そしてアイルラ

ンドの子守歌を収めている。ゴセットはその序文でアイルランドの子守歌 `Sweet
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babe,a	goldcn	cradlc	holds	thee'(エ ドワー ド・ウォルシュ訳)の 1節 を引用 して絶

賛 し、同じ初行で歌われる別のヴァージョン `Thc	Fairy	Nurse'(ウ ォルシュ訳)を

「妖精の子守歌」のページに入れている。これはイェイツの乃妙 α″グ乃ル物′ωグ

滋θルブsカ ルαsα″′″ (1888)に も収められている。

泉鏡花の短篇「竜渾諄」の「かくれあそび」において、暗 くなった境内で色白

のうつ くしい「極めて丈高き女」がその手を懐にして肩を垂れ、優しい声で、「こ

ちらへおいで。こちら。」と子を誘い、神隠しのような怪 しい気配が漂うなか、

子は「いそいそと従ひぬ」。これはイェイツの詩 `The	Stolen	Child'(0り出″メ,

1889)の “Cο″θα殷ッ 0カ
“
″α″c力′″ノ/b′力

`″
αた浴α″′′力ι″J″ /,佐″α_力θη力α″″

′″力α″″,/乃″′力θ″ο″′グむ
“
ο″ル″グゅ 埓 ′力α″ノο″

`α
″αれ″府α″a''と いう妖精

の呼び声を彿彿させる。最終連では“...滋 ω
“
の,′力ιカッ″α″訪 ″''と あり、子は妖

精に連れ去られてしまう。

さらに、イェイツの戯曲動
`Zα

κググH“′港D″″ (1894)では、妖精の子 (The

Ch‖d)が戸口に現れて結婚したばかりの女性 (Mary)を “a	land	whcre	cvcn	the	old

areねir,/And	even■ e	wise	are	merry	oftonguc"へと連れ去ろうとする。戸外では

妖精たちが “Come,newly―mamed	b de,/cOme,tO	thc	w00ds	and	watcrs	and	palc

Hghts.''と 歌い、踊る。妖精の子に促されて、メアリーは “I	wi‖ go	with	you."と

言い、やがて体は魂がなくなった抜け殻となる。

かくして、妖精にさらわれた女性の子守歌がある。妖精の塚にいる女性が夫に

よる救出を対岸の水曲の女性に伝える子守歌 `A	Bhem	Od■おs'(O	Woman′Ihcpc)

で、妖精伝説のsッα″″α″力θ(01d	lr.s“α″′
“
αノgι 眠りを誘う調べ)と して τzθ	Rθ″″

Cο′′ιε″ο′q′′力θИ″
`セ

″′M″sた 9′′″′α″4	Volume	l(Cork	Univcrshy	Prcss,2002)に

収め られている。Nuala	Kemedyが歌 う `A	Bhc狙

`d	Thlos'(動

ι	Мν	ttο6,2∞7)を

聴 くと、「ね―むれ―、ね―むれ―」の ように 1行 ごとに繰 り返 される `Scothu	leo,

燎澁ul∞'(シ ヨーフーヨー、シヨーフーヨー)がさわやかな呪文のように響いて くる。

菱川氏は、この `A	Bhcan`d	Thlos'の
背景と構造を中心に、さまざまな視点か

らアイルランド音楽の特徴を語った。

新城氏は沖縄本島、宮古・八重山地方の子守歌の背景や特性について三線を弾

きながら語った。また、“Swcct	babe,a	golden	cradlc	holds	thee''を 新城氏の見事

な三線の演奏に合わせて高橋優季氏が熱唱する場面があった。

フロアーとの活発な質疑応答や新城氏の三線と一体になった合唱があり、ワー

クショップは盛 り上がった。
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《ワークショップ報告》

子守歌が宿す物語一 `A	Bhean	id	thlos'

菱 川1	英

標題に掲げた歌は「妖精の子守歌」とも称される。アイルランドの妖精諄と謂

えば、19世紀にさかんに編纂されたそれを連想するが、決して死に絶えた昔話で

はなく、21世紀に入っても収集が続 く、生きた伝統である。

アイルランド文化の一特色は回承伝統だが、それが生きた伝統になるには何が

必要か。アイルランド語口承伝統を支える歌と物語とについては、結論から言え

ば、その両方が必要であり、どちらか一方しかなければ不完全と言える。歌は物

語を構成する韻文部分であり、由来や典拠を説明する散文の註解部分と合わさっ

て初めて本来の姿になる。両方が揃って奥行きのある立体像が備わり、生きた伝

統となる。バラツドが仮に全部揃ったパッケージ・メデイアとすれば、アイルラ

ンド語の叙情物語歌は組立てキットであり、散文による説明のパーツが不可欠で

ある。即ち、背景、典拠等を物語る日碑 (semchas)を 前提に、真情吐露の部分

たる歌 (amhMn)が ある。かつては説明を語ったのちに歌が唄われたものである。

その歌のうち今回取上げるのは「子守歌もどき」とでも云う他ない種類で、これ

はいわば<ハ ンバーガー構造>を している。パンに当たる子守歌リフレーン(lull

wods)が、ビーフに当たる真のメッセージを挟み込む構造である。

アイルランドは世界の中でも殊に伝承歌が豊富なところとして知られる。ス

コットランド西のヘブリデイーズ諸島を除けば北半球で最も広範な伝統文化を有

すると云われ、ある民族音楽学者の推計ではアイルランドには45,000の 民謡があ

るという。奇妙なことだが、妖精の住処と云われる環状土塁 (rath,ア イルランド

語で lios)の 数も同じ45,000である。なお、日本子守唄協会代表の西舘好子さん

によれば、日本全国に伝わる子守歌の数は二千から三千という。

こうした膨大な民謡群のうち物語歌 (narative	song)と 呼ばれる歌の中でも特

定のバラッド形式などによらない、叙情歌 (lyric	song)に 分類される歌があるが、

その叙情歌の中でも一つの特異なカテゴリーを成す擬似子守歌 (pseudo… lunaby)

を今回は取上げる。一見して子守歌のようでありながら、歌の伝えるメッセージ

は子守とは別物であるというものである。このカテゴリーを構成する歌の例は今
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までに二つ知られているが、今回はその両方を取上げる。一つは妖精に囚われた

自分の救出を依頼する内容を含む子守歌 `A	Bhean	id	thlos',も う一つは自らが犯

した殺人の内容を含む、スコットランド起源の子守歌 `A	Bhean	udaf	thaH'で あ

る。どちらも「そこの婦人よ」の意の題である。

`A	Bhean	id	thfos'の 場合、伝存する註解はおおよそ
`dar(歌

の典拠)に該当

する。この歌は子守歌の体裁をとりながら、その実、切迫した伝言を中に含む。

アイルランド語の民謡でこの種の二重構造がとられるとき、往々にして聞き手も

二種類想定される。つまり、一つの歌の中に二種類の内容があり、それぞれに別

の聞き手が想定されてあるのである。この二つは等価ではなく、本当に伝えたい

ことは一方なのだが、それをス トレー トに伝えることが困難な状況下で、カモフ

ラージュするために別の内容でくるむ。つまり、一種の暗号である。アイルラン

ド語民謡におけるこの種の二重構造の代表例は政治的アシュリング (aisling)と

呼ばれるジャンルのものである。ちょっと聞くと恋の歌のようでいてその実、政

治的抵抗への呼びかけを含む歌である。aisling「幻、夢」と呼ぶのはアイルラン

ドの化身たる美女 (sp6irbhcan)が 幻の中に登場するからである。典型的な美女

はCaitHn	Nf	Uallach`in(Cathleen	NI	Houlihan)で ある。

`A	Bhean	6d	thfos'「 そこの婦人よ」(文献に初めて記録されるのは19世紀中葉)

は一聴すると子守歌のリフレーン (`Se6	hi	lc6,sc6	hi	lc6')が耳を捉えるが、真

のメッセージは妖精に捉われた身の救出要請を夫に緊急に伝えてくれと依頼する

歌である。子守歌としての偽装は妖精に気づかれぬためである。

この歌をめぐる物語の全体構造を復元するために、Mary	Maddenが伝えた `A

Bhean	id	thlos'(co.Limerick,1855)と 、Maire	Bcan	Ui	Chcanaighが 伝えた
.Suantrai

na	mna	a	tugadh	as'「 さらわれた女性の子守歌」(co.Donegal,1936/55)の 註解と

を併せて考える。

Madden版は、さらわれて一年経つ人間の女性が近 くの川にいる女性に、自分

は妖精にさらわれた者であると告げ、救出の手順について夫に伝えてくれと依頼

するというものである。Ui	Cheanaigh版 は、結婚 して一年になる夫婦に子ができ

るが出産の時に至 り母子ともに死ぬと見えて実はさらわれる。妻の妹が山腹で歌

を耳にし子守歌と判る。歌う側は、妖精に気づかれずに妹に真意が伝わると期待

するが妹は理解 しない。つまり、救出要請の伝達には失敗する。

子守歌に自らの犯 した殺人経過を籠めて歌ったために悪事が露見する`A	Bhem

udai	thaH'は スコットランド起源で、スコットランド・ゲール語の歌 `A'Bhean
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Iadach'「 嫉妬深い女」 としても有名である。その物語の全体像は、N611l	NI

Dh6naill(1907‐ &;b.Rmaねst)の 歌唱の録音と、そのきょうだいHiidaF(Aodh)

6D6naillに よる註解の録音を併せればほぼ解明できる。
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《ワークショップ報告》

沖縄の子守歌と八重山民謡

新 城 		 亘

私は今回初めて「イェイツ協会」の存在を知 り、一夜漬けの勉強をはじめた。

会報『ケルトロ承文化研究』No.8や、米須興文先生の『アイルランド断章』を読

んでいくと、関心は、アイルランドと沖縄の歴史的類似性に移っていった。それ

は、沖縄と日本との関係を、アイルランドとイギリスとの関係に対応させてみた

のである。

その関係を概略すれば、アイルランドでは17世紀以降、他宗教との間で争いが

起き、危機的な状況を迎えた。そして19世紀に入ってアイルランドは英国の植民

地となり、当時の母語であるゲール語の使用が制限され衰退した。一方、沖縄に

おいても、17世紀になって琉球王国は薩摩藩の侵略を受け幕藩体制に組み込まれ

た。そして 19世紀になると、江戸幕府の崩壊により発足した明治政府の言語政策

において日本語の標準語化が進められた。沖縄もアイルランドと同様に母語の使

用が禁止され、沖縄の場合は沖縄方言を使う者は罰として「方言札」を首から掛

けられた。

文化的な視点からは、沖縄 とアイルランドはともに「想像力」と「感性」が豊か

で、双方ともに数多 くの民話や歌踊りが伝統として残されてお り、現在でも「生

きた伝統」として生活の中に息づいている、などの類似性があげられていた。

ところで、「アイルランドとイギリス」の関係は、「先島諸島 (宮古・八重山)

と琉球王府」の関係にもよく似ており、その歴史は重なる部分がある。薩摩藩は

17世紀 (1609年/慶長 14年)に琉球へ侵攻したが、その後、琉球王府は薩摩藩

に対して莫大な年貢米や諸物資を負担しなければならなくなった。そこで、王府

は財政窮乏を立て直す政策として、全琉球の税制体系とは別に、先島を対象とし

た「人頭 (に んとう)税制度」(1637年/寛永 14年)を導入 した。「人頭税」と

は、文字どおり、人の頭数 (あ たまかず)に税を賦課することで、宮古・八重山

に居住する15歳以上 50歳以下の平民男女に割 り当てられた。当時の農民たちは

本税の米や粟、上布 (じ ょうふ)を納めたうえに、さらに海産物、陸産物の納入

も義務づけられた。農民の苦 しみはこれだけではなく、	1カ 月に20日 の公役に
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駆 り出され、自分の田畑を耕 して人頭税納付の準備もできないまま、月や星の光

を利用して働かなければならなかった。先島の住民は、1637年から1903年 (明

治 36年)ま での266年間、過酷な人頭税の圧迫下、馬牛以上に酷使されたのであ

る。

皮肉なことに、歴史の過酷な大波を受けながらも、八重山地方は「詩の国、歌

の国」と呼ばれ、かずかずのすぐれた詩や音楽を生み出している。言語について

は、明治以降に日本語の標準語励行が徹底 し、現在、日常的に八重山方言を話せ

る人はごくわずかとなっている。

「アイルランドとイギリス」との関係が、「先島諸島と琉球王府」との関係に似

ているといっても、アイルランド人が異民族支配に対して起こした「反英闘争」

のような規模の闘いは、先島諸島にはない。

しかし、先島での抵抗の歴史はあった。前述したように、薩摩藩による支配が

始まって以後、財政が逼迫した琉球王府は、先島諸島にのみ人頭税を課した。こ

の圧制により、農民の中には重圧から逃れようとして、堕胎、自殺、脱村、逃避、

山賊化する者が多く、じつに苛敏誅求の極みというべきものであつた。たとえば

子供が生まれた場合、間引きが行われた。生まれたばかりの赤ん坊をクバの葉で

くるみ、屋敷内に穴を掘って埋め、シャコ貝でふたをした。2、 3日 立っても泣き

止まない子は熱湯をかけて処理された。

だが、明治になって人頭税廃止運動はねばり強く行われた。明治 25年 11月 頃、

真珠貝養殖のため宮古島にきていた新潟県人の中村十作は、宮古農民が人頭税と

して粟、貢衣布その他の納税等の重税に苦しめられ、まるで納税奴隷そのものの

姿であるのを見て、宮古農民に国会へ陳情すべきだと説き、人頭税廃止運動を指

導した。島民が日本政府や政界有力者へ陳情に行った際の中央の新聞には、「琉球

の佐倉宗五郎現る」と報道されている。

そして 1903年 (明治 36年)、 266年 間にわたつて塗炭の苦しみをなめさせられ

てきた悪税たる人頭税は、ついに廃止された。その陳情団が宮古島へ帰着したと

き、島民をあげての歓迎会が催されたが、このとき陳情団を讃えた歌 《人頭税廃

上のあやぐ》が歌われている。

石垣島をはじめとする八重山諸島の大小の島々には、じつに豊富で変化に富ん

だ古謡、民謡がある。これら八重山民謡と呼ばれている歌は、すべて人頭税の制

度下で生まれたものだ。そのためか、運命の哀れさをうたった歌も多い。そこで

今回は、沖縄本島や宮古・八重山諸島でうたわれている子守歌と、人重山民謡を

50



紹介したい。これらの歌を三線で弾き比べながら、民謡の背景や特性について考

えてみたい。

《仲筋ぬぬベーま節》は、人頭税に納入する御用布の材料と娘を交換したという

歌。《つぃんだら節》は、相思相愛で結婚を約束していた娘が、強制的に引き離さ

れたという歌。民話で「野底ま―ペー」として地元ではよく知られている。

《やぐじゃ―ま節》は、弱者の憐れな運命を歌い、今度生まれ変わるときは強い

ものに生まれたいと歌っている。

以下は、実際に三線を演奏しながらの弾き語りである。

次の 《安里屋 (あ さどや)ゆ んた》は、もともとは労働作業の歌である。「目差

(ミ ザス)」 という役人にみそめられ一緒になれと命じられたが、将来のことを考

えれば島の夫を持ったほうがいい、と役人の望みを拒否した歌だ。いわばレジス

タンスの歌でもあった。

次は 《人頭税廃上のあやぐ》である。この歌は、人頭税制度が無くなったなら

ば、「白砂の一粒一粒が粟や米になって百姓たちの手に戻ってくるだろう、あの

白い波のうねりは上布となって女たちのもとに、そしてあの大きな岩は牛や馬に

なって男たちのもとに戻ってくるだろう」、と歌っている。

子守歌のことを、沖縄本島では「クヮームイうた」、宮古地方では「ファムリ

アーグ」、八重山地方では「ファームリウうた」と呼んでいる。地域によっては、

親代わりともなる「守姉 (ム リアニ)」 がおり、守姉になった少女はこれを誇りに

思い、母親代わりとして大切に子供の面倒をみた。子守どうしが集まって語り合

い、歌い合い、はじゃぎながら子守をするのも楽しみであった。

人重山地方の 《あがろうざ》は昼の子守歌ともいわれ、「墨書き上手なりと―り

筆とるぃ上手なりと―り」と、子供の健やかな成長を願い歌っている。

宮古地方の 《子守アヤグ》は、「お母さんは山へ芋掘りに、お父さんは海に蛸

取りに行っている。大きな芋だったら分けて、小さい芋なら丸ごとあげよう、ま

た、大きな蛸だったら一本の手を、小さな蛸なら丸ごとあげよう」と子供への純

粋な愛情を素朴にそのまま歌いあげている。

寝ない子を、おどかしながら寝つかせる歌は、沖縄本島首里の 《耳切り坊主》

だ。この歌は民話としても伝承されており、「耳を切られた坊主の亡霊が、3人 も

4人 も立っており、手には刀を持ち、泣く子供の耳をグスグス切るぞ」と歌って

いる。

日本本土の子守歌には、封建制度における身分差別を恨む歌や、子守奉公とし
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て売られてきた境遇の辛さをうたった歌があるが、沖縄の子守歌にはそのような

歌はうたわれていない。だが、「お前の父さん、どこ行った、海に行った、海に何

しに行った、ふぐ捕 りに行った、ふぐ捕ってどうする、役人に食わせるんだ」と

意地悪な役人を中毒させて懲らしめようという、為政者を批判 した歌もあったよ

うだっ

沖縄の子守歌の自眉は、八重山地方の夜の子守歌 《月ぬ美 (かい)し ゃ》であ

るのこれは、ほのかな恋心を歌った大人の歌でもある。「月ぬ美しゃ十日三日、女

童かいしゃ十七つ	 ホーーイーチョウガ」。十三夜の月は十五夜に向かって満ちてい

く。そして娘さんも十七歳ころから大人に向かっていく、そのエネルギシュさの

美しさを歌った歌だ。

音階的には、《耳切り坊主》《子守アヤグ》は、琉球音階が使われ、八重山地方

の 《あがろうざ》は本上で聴かれる呂音階、《月ぬ美しや》は琉球音階との混合と

なっているて,

沖縄の子守歌には悲観的な歌は伝承されていない。純粋に子供の健やかな成長

を願った歌ばかりである。それは、自然の美しさ、共同体の絆の強さ、そして先

祖から受け継がれた音楽的感性などが、素朴ながらも味わいのある子守歌に育て

てきたと思う。

沖縄やアイルランドの文学者は、異民族支配という民族的経験から、共通の文

学的動機をもっているといわれるが、沖縄の伝統音楽についても、相通じるもの

があるような気がするc、 人頭税時代の過酷な状況下でうたわれていた音楽的感性

は、現在にも「生きた伝統」として受け継がれている。今後とも伝統に学び創造

していきたいっ
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《研究発表要旨》

ヒーニー 0カントリーをめぐる詩作品

斉 藤 徳 彦

ヒーニーはアイルランドを代表する詩人であるが、元々は北アイルランド出身

であり、詩人として活動を始めたのも北アイルランドであった。そこで彼の詩で

は彼の故郷 (土地 。人々)が どのように描かれているか。彼が生まれ育った北ア

イルランドのヒーニー・カントリーを訪ね、彼の故郷に関わる詩作品を読むこと

でそれを確認 したい。今回訪ねたヒーニー・カントリーはキャッスル ドーソン、

モスボーン、ヒルヘッド、ベラーヒイ、ザ・ウッドとトウームである。

キャスル ドーソンには、ヒーニー・カントリーの中心を流れるヒーニーが愛す

る故郷の川モヨラ川が流れている。この川に関しては何篇か詩を書いているが、

`Moyulla'で はモヨラ川を “she"で 受け母なる川として描いている。しかしそ

れは民族を分断する「境界」を示す川でもあり、ひんやりした存在として描かれ

ている。モヨラ川は周 りを緑の草やサルヤナギの垂れた枝が囲み、黒ずんだ川で

あった。

ヒーニーの生まれ故郷のモスボーンはキャッスル ドーソンにある農場である()

ここでは第 2の母親ともいえる伯母のメアリーに捧げた
.Mossbawn'を

書いて

いる。粉をこねている伯母の姿を長い昼下が りの陽光と重ねて描いている。そ

のゆった りとした時間の流れは子 ども時代の大切な記憶であろう。 `Mid―Term

Break'では、“Aおurおot	box,a	bot	br	every	ycar''と 、幼いうちに生命を断た

れた弟の生涯を的確に表現していて非常に痛々しいが、彼が初めて見た悲しみに

打ちひしがれた両親の姿を描いた抑えた表現も印象的である。

モスボーンにはヒーニーが通ったアナホリッシュ小学校があるが、
.Anahorish'

は自分の“place	Ofclear	water''で あり、“the	nrst	hill	in	the	worid''と いうようにゲー

ル語に起源を持った地名を解説しながら自分の原点の地として描いている。この

詩は `BЮagh'	とともにヒーニーの代表的な地名詩である。

アナホリッシュから現在の実家があるベラーヒに向かう途中にヒルヘッドがあ

る。ヒーニー・カントリーでも最も有名な鍛冶屋があり、現在は80歳 を超えたバー

ニー・デブリンが迎えてくれる。バーニーは 'Thc	Forge'や `Midnight	Anvil'
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でその姿が描かれてお り、ハンマーを持って鍛冶の様子を再現 して見せてくれた。

“The	anvil"は “an	abr''と いうところにヒーニーの職人たちの労働を尊重する

姿勢が見えてくる。

ヒルヘッドのあとベグ湖周辺を歩 くとベグ湖沿いは沼地 (ボグ)に なっていて、

奥の森の中にChurch	lslandが あり、その尖塔が少しばか り見える。ベグ湖に関

しては `The	Strand	at	Lough	Beg'がある。この詩はベグ湖のきれいな風景を歌っ

た詩ではなく、カトリックの巡礼の地で起こったテロの犠牲者の従兄弟の死を悼

んだ詩になっている。

ベラーヒにはベラーヒ・ボーンがあり現在は郷土博物館兼ヒーニーの資料館に

なっている。付近にはボグがあり散策できる。当然 `Digging'の詩が思い浮かび、

ヒーニーの祖父がピー トを掘っている姿が目に浮かび、飲み込まれそうなボグ・

ホールを見ると自然に `Bogland'	 を思い出す。“The	wet	centre	is	bo"omless.''

自分までもがその穴に飲み込まれそうな感覚になる。またベラーヒのザ・ウッド

には現在の彼の実家がある。その実家は弟が守 り、庭にはオンファロスのポンプ

が饗え立つ。

マヘラフェルトからベルファス トに向かう途中にヒーニー・カントリーではは

ずせない場所 トゥームがある。 トゥームには トゥーム・ブリッジがあり、ウナギ

漁の簗がある。ここはウナギ漁が歴史的に盛んな地域でヒーニーの詩にもよく歌

われている。 `At	Toome	B dge'で は “Where■e	rebel	boy	WaS	hanged	in'98''と

書かれ、1798年にユナイテッド・アイリッシュメンの反乱に参加してこの付近

で処刑されたマッコーリイを語り、ウナギの回帰と重ねることでアイルランド独

立運動の継続性を語っている。

ヒーニーは 楊″″躍
“

力αs'の伝統から見て土地を単なる風景的な美からだけ

でなく、過去とのつなが りを持った継続する歴史として見る。そのために詩があ

り、詩の力によつて人々は地図上の国を確認するだけでなく、精神の国をも確認

できることを強調している 0たθcεψα′わ″s,p.132)。 今回、ヒーニー・カントリー

で巡った詩群もそのほとんどが土地に関する詩であり、そういった地図上の土地

を語ることで、ある詩は語源から入 り、またある詩は歴史を遡って土地・人々の

分断・和合を見せることで自分たちにとって大切な記憶を個人レベルでも、地域

レベルでも共有できる言葉として表現する。その言葉が過去・現在・未来までの

人々をつなげる力を持つ。また、そういった土地と繋がる家族をはじめとした人々

を描くことで、そういった人々との経験・記憶が土地の記憶とともに彼が生きる
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上での「根っこ」になってお り、その「根っこ」が人生の土台を確実にし、それ

が詩作をする上でも礎になっていることがわかる。

最後に、今回新たに興味を惹いたことは、彼が「ひんやり感」を原体験として

詩を書いていることだ。“one	ofmy	nrst	mcmorics	is	thc	tel	ofits	coldncss.''と 子

どもの頃のある場所での「ひんやり感」が彼の感覚の原点であることを語 り、そ

れが後の「詩的発見」の始まりであったと回想 している (月″αιパκθψθぉ,pp.55-

56)。 この「ひんや り感」はある意味では「自身を見つめる冷静さ」を子どもなが

ら獲得し始めたことを示し、冷静に身の廻 りを見つめる感覚がその後の彼の詩作

活動を支え、その「ひんやり感」を大切にしながら彼は自分自身を、アイルラン

ドを冷静に見つめ表現してきたのだ。
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《研究発表要旨》

ポップカルチャーの中の W.B.Yetts
一The	WaterbOysを 例に一

片	 岡	 由美子

hatsと ポップカルチャーの関係において、彼の詩作品が、他の詩人と比べても、

ポピユラー音楽に数多 く採用されていることはよく知られている。その代表作 と

して、Mike	Sco賛 率いるThe	Wate島 oysが 1988年 に発表した	`The	Stolen	Child'

を挙げることができよう。このThe	Wateめoysに よる治atsの 詩にSco雄 が自作

曲をつけた楽曲で構成されたコンサー トが 2010年 3月 、И″И′ροノ″′″θ″′
"ル

ν′

ルα″sと 題され、5夜にわたってAbbcy	Theatreに て行われた。

この企画が発表された際、多くの人々が大いなる興味と期待と同時に危惧を抱

いたことは想像に難 くない。その危惧 とはpoetryを ポピュラー音楽と合体 させ

ることから生 じるネガテイブな効果に対 してであるが、結果的にこの公演は5夜

ソール ド・アウトという結果となり、メデイアは各紙好評を載せている。

このhats作品を媒体にした公演から浮かび上がる原詩に対するアダプテー

ションの特徴と傾向に関して、①楽曲採用の詩の特徴、②既存曲の再提示の持つ

意味、③	lyncsの改変、の3点について検討した。

まず、いかなる詩作品に曲がつけられたかという観点からこのプログラムを眺める

と、
"作

品の出典は、詩集に収録されなかった作品も含め、『十字路』から『葦間の

風』に至る初期作品が12曲、『責任』から1曲、『螺旋階段』から『最終詩集』に至

る後期作品から7曲が採用されている。圧倒的に中期作品からの採用が少なく、初期

作品、特に詩集に収録されなかった小品の採用が顕著である点が特徴である。ScOttは

hatsの 「耳の良さ」と「ことばの色彩の豊かさ」に注目をしており、詩の内容その

ものをあえて作曲の要素に挙げていない。このことからも、具体的なメロデイと結び

つくリズムを伴った韻律に富んだ作品が、初期作品だけでなく晩年の作品にも多いこ

とに気づかされ、中期の作品とのスタイルの違いが浮かびあがろう。

次に、6∞ 頁に及ぶ詩集の中から選ばれた歌詞のうち、1/4が他のアーテイストに

よって取り上げられ、既に曲がつけられた作品が占めている点である。今回のプロ

グラムには、̀ Sany	Gardens,'`hnisiee'	 と並 んで `Thc	Song	ofWmdc ng	Aengヽ '

an	Momsonの `Bttκ ■e	World	Was	Made,'U2の Bonoが歌った `S"tember,1913'
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と	`Mad	as	the	Mist	and	Snow'を 取り上げているあたりは、Scottが既存の曲と比

較する機会を聞き手に与える効果を意図的に狙っている部分が読み取れる。それと

共に、数ある恥atsの詩作品の中から、特定の詩が選ばれて曲がつけられるという

点に関して、ポピュラー音楽の旋律、ビートに乗 り、作品たり得る歌詞というもの

がある程度限定され特徴づけられるのだとしたら、Scottの 今回のレパートリイは、

今後、同様な試みでhats作 品を楽曲に仕立てるアーテイストたちから生み出され

る作品の指標となる可能性があると言えるだろう。また、`Thc	Stolen	chnd'1ま U2

(一部分のみ引用)他、多 くのアーティストが手がけ、万人に親 しまれている作品

であるが、このように、複数の音楽家の手によって取 り上げられている詩の存在例

から、市井の人々のYeats作 品に対する認知を知ることとなる。

第3に 、曲をつける際に施された原詩に対する「改編」「解体」といった作業

の持つ意味について取 り上げる。Scott曰 く、半数以上の楽曲は他の詩から借用し

たり、複雑だったりrhymeが上手く効かない箇所の単語を変えたということであ

る。では、手を加えられた詩は、もはやYcatsの 作品ではない、別のlyricsと なっ

てしまったのだろうか。Sco"は、詩人の意図や詩のオリジナルの意味を変える

ことはしないと言いながら、同時にあえて既存の恥atsの詩のイメージを崩すよ

うなアレンジを施している。また、`Lctぬ e	Ea■ h	Bcar	Witness'を 例に挙げれば、

これは戯曲C″″′αの中の `The	Blood	Bond'の 一節であるが、このリフレインに

Cα″θ′′ι″ⅣJ〃ο
“
′腸αんの “They	shall	bc	rememberedお r	cver''を ミックスしてイ乍ら

れている。この曲はイランにおける民衆のためのプロテス ト・ソングとして作ら

れたため、結果的にこの曲は原詩とは別の意味合いを付加されることとなった。

しかし、「アイルランド独立への戦い」に「イランの民主化」という、共に厳 し

い現実が重ねられることにより、詩人自身が好むと好まざるとに関わらず、Yeats

の作品自体が新たな性質を獲得したとも言える。このように、オリジナルの詩作

品の一部を互いにコラージュする作業により、新たなメッセージを発信する例を

私たちはYeats没後 70年 を経て今後、さらに目にするだろう。

しかしながら、今回のプログラムでも初期作品が多用されている事実からも、

ポップカルチャーが Yettsに求める主なる要素が「ケル トの薄明」であることは

変わらないのではないかという疑間は残る。hatsと ポップカルチャーを扱う今

後の課題として、ポップソングに特化した場合、なぜ多 くの詩人の中でYcatsが

アーテイスト達のねvoriteで あるのか、Yettsの何をポップカルチャーが必要とし、

また共有するのかをさらに掘 り下げてみる必要があるだろう。
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《研究発表要旨》

スライゴーヘとつづく道
― `The	Ballad	of	Moll	Magee'に おける土地性の問題について一

宮 本 大 介

シェイマス・ヒーニーがその著書 険」作の場所』動θP′α
“

げ7″″″gにおいて

述べているとおり、アイルランド西部の田舎町スライゴーはイェイツによって創

造された「イェイツ・カントリー」であることは間違いないだろう。イェイツに

見出されるまで、何の変哲もない貧しい町であつたスライゴーは、イェイツによ

る文学的再創造によつて一躍アイルランド民族が共有する心の故郷の象徴となっ

た。イェイツはその象徴的な土地をいかにして創出していったのだろうか。本発表

の目的は、後にイェイツが 〈スライゴー・イメージ〉として完成させることにな

る、虚構の美としての民族的故郷を創出させるまでの過程の一端を、詩集『十字

路』0雰s″αッsに所収されている「モル・マギイの唄」`The	Banad	of	Moll	Magec'

に見ようというものである。

初期イェイツ作品のひとつの大きな特徴は、イェイツのアイルランドに対する

民俗学的関心と、そのあらわれとして初期作品中にちりばめられた地名の数々で

ある。『アイルランドの妖精諄と民話』をはじめとした散文作品においても散見さ

れるスライゴー近辺の地名への言及は、当該詩作品と同じ『十字路』所収の`The

St01en	Child'や `Thc	Banad	of	Fathcr	O'Harに至っては 〈地名づ くし〉といって

も過言ではないほどのものとなっている。しかしながら、こうした初期イェイツ

作品における地名への固執が、「モル・マギイの唄」においては見られない。語

り手の女性の語る悲劇的場面とその背景にあるアイルランドの土俗的習俗は色濃

いものがあるにもかかわらず、地名が出てくるのは女性の故郷 Kinsaleだ けであ

る。この、例外的に地名への言及が少ないという作風は、イェイツの著作を読み

なれている読者には一つの錯覚―イェイツの地方、つまりはスライゴーー帯の風

景描写を自然なものとして受け取っている読者が「モル・マギイの唄」を読めば、

地名に言及されていなければスライゴーの風景であると解してしまう一を招 くも

のとなる。読者がこのような錯覚を引き起こしてしまうのは、冒頭に述べたとお

り、地方を語ることによつてアイルランド固有の民族性とそこに生きる人々の精

神的自立を目指そうとするイェイツが特にスライゴーという場所に重きを置いて

58



創作 したからである。詩集『十字路』中においてスライゴー周辺をうたった土着

性の濃い詩作品に混じって「モル・マギイの唄」はあり、他の詩のスライゴー的

世界観の中で完結しうる作品となっている。しかし実のところこの詩「モル・マ

ギイの唄」の創作上の舞台となった場所は、西部のスライゴー近辺ではなく、イェ

イツー家が一時期を暮らした、ダブリン郊外のホース (Howth)と いう小さな港

町なのである。今ではダブリン近郊の風光明媚なリゾー ト地として発展 している

ホースも、イェイツが住んでいた当時は詩中において語り手の女性が言うように、

主な産業といえばニシン漁とその塩漬けの生産 くらいしかないアイルランドの典

型的な貧しい港町であった。そしてそうした風景はイェイツの (ス ライゴー・イ

メージ)の中に取 り込まれ集約されていく、アイルランド地方部の風景の一つで

ある。口承文学の文化と自然と調和 した前近代的風景が色濃 く残るスライゴーと

いう地名が、詩人イェイツの考える完成された “帰るべき故郷"と いう語の取 り

得る最大限の意味を持っていることは確かなことだが、このホースという土地も

一人のアイルランド人としての青年イェイツの日々の記憶が十分に固着された場

所であることもまた確かである。しかしながら、独立国家とその国民の精神的支

柱にあるべき普遍的な 〈立ち返る場所〉を創出しなければならないという課題に

対峙した詩人イェイツとしては、ホースはスライゴーを超えるほどの普遍的な詩

的喚起力、あるいは国家的表象を持ち合わせてはおらず、詩題としてうたわれる

べき場所ではなかったわけである。色濃い土地描写に満ちたこの「モル・マギイ

の唄」の中で、ホースという、イェイツの限定的な、個人的な記憶の残る地名に

言及しなかったことは、アイルランド民族の精神的独立あるいは統一の要となる、

民族の歴史や文化をドラマテイックに表象するに足るバックグラウンドがなけれ

ばならないという点において、ホースという地名が持ちうる民族的喚起力の限界

を示 している。しかしそれは同時にこのホースと対の関係にある土地、イェイツ

が彫 り出した「スライゴー」という仮面の彫 りの深さと強さを物語ってもいる。
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《研究発表要旨》

『谷間の蔭』のジェンダー・ポリテイックス

岩 田 美 喜

J.M.シ ングに対する伝統的な批評観は、W.B.イ ェイツにその多くを負ってい

る。だが、イェイツの描く「個々人の洞察には長けているが、政治信条には無頓

着な孤高の芸術家」というシング神話には、近年見直しが図られてもいる。たと

えばRJ.マ シューズは、シングをノンポリととらえる批評は、イェイツらが作った色眼

鏡を通して形成されたものだと主張している。

20世紀初頭のアイルランドにおいては、独立運動と絡んで「国民演劇とは何か」

という議論が盛んだった。そのようななか、シングの『谷間の蔭』(動
`勧

αあ″

げ
｀
滋θCた″,1903)は 、アーサー・グリフイスやモー ド・ゴンといった同時代人から、

「アイルランド性を無視 した大陸ヨーロッパ的な芝居」として批判されることに

なった。だが、『谷間の蔭』のノラ・バークは、じっさいは『人形の家』のノラ

のような「自由な女」ではない。寂しいウイクロウの谷間で日夜孤独を託ってい

るノラは、結婚にも男性にも絶望 している。彼女は決して (夢見るお人形さん〉

などではない。マイケルの気楽な求婚に対 し、「自分もすぐに老いるのに」と答え、

羊飼いパッチ・ダーシーの死の有様を行きず りの浮浪人と語 り合う彼女は、自分

を取り巻 く全てに 〈老い〉と 〈死〉を見ているのだ。

いわば、ノラ・バークは精神的には『海へ騎 り行 く者たち』(R滅秀
"′

みθ&α,

1904)の モーリャ同様、全てに疲れ切った老婆であり、彼女には自ら何かを決断

する気力すら残されてはいない。テクストを丹念に読めば分かることだが、ノラ・

バークは自由を求めて自ら家を出て行くのではなく、あくまでもダン・バークに

よって出て行かされるのである (例えば、ウーナ・フローリーは、この場面とア

イルランドの小作民が受けた追い立ての様子との類似性を指摘 している)。 そし

て、『谷間の蔭』 と『海へ騎 り行 く者たち』 を結びつける何より重要な点は、こ

うした不安と力に晒されている人物が、常に女性であるということだ。

前述のフローリーによれば、この側面がこれまであまり論じられてこなかった

のは、この点に向き合うと、植民地主義によって抑圧されるアイルランドの内部

で、さらに男たちによって抑圧される女性存在にも向き合わねばならなくなるか
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らだという。さらに、どちらの戯曲にも「ノラ」や「マイケル」といった平凡な

名前ばかりが登場することは、ノラやモーリヤの悲劇が、決して個人的なもので

はなく、アイルランド女性のおかれた普遍的な状況を表しているからだとも指摘

している。つまり、『谷間の蔭』は大陸ヨーロッパの芸術運動にかぶれたノンポ

リ劇などではなく、真摯に政治的なメッセージを訴えかけているのである。

こうした新 しいシング像は、現代アイルランド文学にも生かされている。ジョ

ウゼフ・オコナーの『ゴース ト・ライト』(Joseph	O'Connot	abs′ 夕g″,2010)は 、

シングとその婚約者モリー・オールグッドを扱った小説である。この作品中では、

シングが『西の国の伊達男』を執筆していた時期に、彼とモリーは一ケ月間二人

だけで休暇を楽しむ設定になっている。二人はウイクロウのシングの地所にある

コテージで暮らすのだが、シングは自分の執筆や人間観察に夢中になってモリー

をほとんど顧みない。さらにある晩、シングがダブリンに外泊し、モリーが孤独

な夜を過ごしていると、シング家の元テナントがやって来て、白ペンキで壁に「追

い立て人は出て行け。さもないとひどい目に遭わせるぞ」という落書きをするのだ。

自らを浮浪者 (Tramp)に なぞらえたがるシングが、現実社会においてはむし

ろ追い立てを断行する地主であったことを知らされ、モリーが'I号然とするこの場

面は、言うまでもなく『谷間の蔭』のパステイーシュになっている。しかし同時に、

この場面は近年のシング劇におけるジェンダー批評へのクリテイークにもなって

いるのだ。近年のジェンダー批評においては、批判されることの多いイェイツと

は対照的に、シングは好意的に解釈されることが多いのだが、『ゴースト・ライト』

は、シング作品に表象されるジェンダーの問題は、単なる「良い/悪い」の二項

対立で論 じられるものではなく、もっと複雑なのだということを示してくれてい

る。批評と文学テクス トとが相互作用しながら、さらに突っ込んだ議論の場を生

み出しているという点で、シング作品のジェンダー論は今、実に興味深い批評空

間になっているのではないだろうか。
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《研究発表要旨》

Vワ トキンズのイェイツ訪間とD。 トマス

太 田 直 也

ウェールズの詩人ヴァーノン・ワトキンズは、1938年にダブリンを訪れ、イェ

イツとの面会を果たした。その時にワトキンズが何を問い、イェイツの日から何

が語られたのかについて、詳細な記録は残っていない。また、イェイツとの面会

の後、ワ トキンズはデイラン・ トマスを訪ねているが、二人の間で交わされた会

話についても伝記等にはほとんど何も記されていない。しかし、イェイツに敬意

を抱いていた二人の若い詩人の間でイェイツの様子が語られたであろうことは想

像に難 くない。

イェイツとの面会が自らにとって意義深いものであったかを示すように、後

にワトキンズはイェイツに関して数篇の詩を著 した。特に Veats	in	Dublin― In

Memory	of	W.B.Yeats'と 題 した一篇には、詩のありようや詩作態度に関して、

時には若い詩人たちへの助言としての、また時には自らの回想としてのイェイ

ツの言葉が断片的に記されている。その中でウェールズの若い詩人たちの作品

を読んだとイェイツは語っているが一ワ トキンズはイェイツにウェールズの詩

人たちの詩が掲載された紙誌を郵送していた一その中には、当然、	トマスの詩

も含まれていたであろう。実際、`“Thc	young	poets,'he	pcats]murmured/`TOil

t00	much.They	lay/SOmething	On	their	table,/And	dissect,and	wearit	away/Till

nO ng	butthc	gntis	ler'と いう件 りは、執拗なまでに語の選択や作品の改訂

にこだわり続けた トマスを想起させずにはおかない。勿論、それは “An	image

stands	On	carmarthen	sands/with	the	black	birds	overhead.''と いう行が トマスの

tspeciaHy	when	the	octObcr	wind'で 歌われている情景に酷似していることに起

因するものでもある。では、仮にワトキンズから聞いていたとしたならば、イェ

イツのこのような言葉は トマスにはどのように響いたのであろうか。

ワトキンズのイェイツ訪間の年の暮れに、トマスは `OnCe	it	WaS	C010ur	OfSaying'

と題した短い詩を脱稿したが、この作品は トマスの詩のスタイルに変化が見られ

るものであり、詩人としてのターニングポイントとなったとも言えるものであ

る。そこで彼はそれまでの自らの詩を否定 し、詩人として言葉との内的な格闘を
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いかに展開すべきなのかということに加え、それが外的現実と向き合う自らにい

かなる影響を与えるのかを歌っている。初期の作品において トマスが自己の内的

現実に重きを置き、他者や外的現実にはほとんど眼を向けなかったという事実を

鑑みると、一見イェイツの `A	Coat'を 思わせる トマスの作品が 1938年 に記され

たのは、まったくの偶然だったとは思われない。

`Once	it	was	the	c010ur	Of	saying'が トマスの現実への視線や詩作態度の変容

を宣言するものであることは比較的容易に読み取れるが、いくつかの疑間が生 じ

る。まず、なぜこの詩が 動θ	Mα′グんοッιに収録されたのかということである。

実はこの詩の草稿は 1933年 に既に書かれているのであるが、前述の通 り脱稿は

1938年の冬であり、詩集の出版は 1939年 である。草稿を書いてからの約 5年間、

なぜ トマスはこの作品を発表しなかったのであろうか。また、何がこのような詩

作に対する心情の変化をもたらしたのかということである。 トマスが自らの詩の

最大の特徴とも言える、しかも自らにとっては最も意味のある、言葉の多層性ヘ

のこだわりを抑制 しようとしたのはなぜなのだろうか。

発表していた作品に関する様々な批判を浴び、それらに反発していたとはいえ、

トマス自身も自らの「自閉症的」な詩の限界を感 じていた。そして、後の諸作品

に見られるように、自らの外の現実を見ること、真実を語る勇気を持つことを意

識し、不要な装飾を避けて曖味さを排除することを念頭に置くようになったので

ある。それを「後押 し」したのがイェイツの言葉だったとは考えられないであろ

うか。もちろん、作品の内容が完全に一致しているわけではないという事実から

して、イェイツが `Oncc	it	was	thc	colour	of	saying'	 を書かせたとまでは言えな

いが、ワトキンズを通じて語られたイェイツの言葉なしに、この詩が脱稿される

ことはなかったではなかろうか。
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《研究発表要旨》

Wo	B.イ ェイツの“peacOck…blue"の世界

高 橋 優 季

イェイツ(W.B.Yeats)が作品に多用 したモチーフに、鮮やかな青や緑からなる、

孔雀 とその色彩がある。その色彩感覚は、彼の中で早い時期に形成されたと見

られ、イェイツが 10代 から20代 にかけて居住 したBedおrd	Parkが 、その手が

かりとなる。既に指摘されているように、そこで若いイェイツはWiniam	Mo s

ら芸術家たちと交流を持ち、その経験は、後の文芸創作に多大なインスピレー

ションとなり続けた。当時の人々の服装や建築装飾を、イェイツは “peacock―

blue''と 表現する。そして同時期の Arts	and	Cra■s運動においてよく知られる、

WiHiam	Morisの 壁紙や Winiam	De	Morganの タイルに多用されたのは、実際に

青や緑の顔料だった。

こうした「青」から受けた強い官能的印象がある一方で、その色に対する審美

的な意義づけも、若いイェイツには重要なものであっただろう。孔雀の羽根のも

つ「象徴的」で「錬金術的」な意味作用をめぐる技巧や知識と、自らの美意識の

形成にも根ざした色彩への深い憧憬とが、イェイツ個人の想像力の中で、孔雀の

表象を特権化していったのではないか。だからこそ、自身の作品の中に再三孔雀

のモチーフを登場させ、そこに独自の色彩世界を展開し、独特の意味を生み出そ

うとしたのではないだろうか。このような問題意識から、イェイツの作品に見ら

れる孔雀とその色彩のモチーフについて、彼の伝記と同時代の装飾芸術との関連

と合わせ、一つの読み解き方を探ってみた。

はじめに、Bedbrd	Parkで のイェイツの思い出を検討した。イェイツは 1879年 、

初めてこの地域に移 り住んだ時のことを “For	years	Bedお rd	Park	was	a	Юmantic

excitcment"と 回想する。同時期の居住者Caminc	PissarOの 絵画、MoncuК	Conway

や Ph s	Austinの 著作をもとに、当時の Bedおd	Parkの街並み、街路を彩る植物な

どを通じて、10代のイェイツが過ごした環境を具体的に考察した。また、Bedおrd

Parkの 中心的な建築家であつたNormm	Shawが 手掛けた建築様式 “Queen	Ann

Rcvival''や、Aestheticismの 象徴的モチーフであると共にBcdおd	Parkの シンボ

ルでもあったヒマワリの栽培や装飾 も考察に加えることで、10代のイェイツの
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感性を育んだ環境が、レンガの赤、窓枠の自、樹木の緑、そしてヒマワリの黄色

というように、色彩のコントラストが鮮やかな環境であったことを検証した。そ

の上で、Bedおd	Parkに おいて青色が人目を引きつけたこと、さらに当時の染色

技術上の問題より、青色の装飾は貴重で、特別な存在であったと考え、次に、青

色の装飾芸術が、どのようにBedおrd	Parkで見られ、それらに対してイェイツの

感性がどう応えたかを検討した。

イェイツの 自叙伝 Иαわらブοgrα′″ぉ の うち、Bcttd	Park時 代の回想 には、

Morrisの 壁紙や Dc	Morganの タイルで自宅を飾ることへの強い憧れが描かれて

いる。さらに、それらの室内装飾の色彩について “peacock―bluc"一 色のみが繰

り返し記述されていることから、イェイツの意識にはこの色が他の何よりも鮮明

な印象を残していると考えられる。Bcdおd	Parkで は実際、これらの装飾工芸が

非常に人気であつた。Momsと De	Morganは 、この頃、各自が専門とする装飾

美術の生産・販売を展開した仲である。彼らの作品に濃い青色が多く見られるの

は、この時期以降である。イェイツが Bcdおrd	Parkで 見た青色の芸術品に強い

印象を持ったことと、この時期の青色の芸術品の増加には、それなりの相関関係

があっただろう。

イェイツはAesthetic	Movementの 全盛期に相当する時代をBcdおrd	Parkで 過

ごし、その中で確実に “peacock―blue''の 装飾を見て過ごしたことを確認 した。

そして、Rοsα	Иた力劉 たα(1897)を 主な例にとると、イェイツの作品の中で、そ

の青色が特別な存在となって、主人公の意識の陶酔感や1光惚感を一つの神秘的体

験として描いていることがわかる。

さらにその色彩には、生きている孔雀の動的な広がりも見られる。次にJames

Mo	Whistierの Pcacock	Roomを 紹介 し、それに対するLady	AКhibald	CampbeH

の評価と、イェイツの作品中の記述を比較 した。そうすることで、工芸品の静的

な単一色にとどまらない青が、生命の躍動感を持って Rθsα	И′勧ι″たαの中に描

かれている事を確認 した。彼がこの作品を書 く際に、Whistlerの Pcacock	Room

を参考にしたかどうか、定かではないが、実際イェイツはWhistlerの 絵画を好

んでいて、その中にフランス象徴主義の要素を汲み取っていた。さらに、絵画や

詩作に関する自論を展開するのに、Whistlerの 色彩の調和や工夫に何度も触れて

いた。そうすると、イェイツの作品にもWhistlerに 通 じる要素があるという推

測も可能であろう。

イェイツは、様々な宗教文化や神秘思想にも深い知識を持っていたからこそ、
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孔雀が持つ多様で重層的な象徴作用を自身の作品の中に取 り込んだことだろう。

そうした多様性の一つとして、そこには自らが青春時代を過ごしたBcttd	Pa薇

への遥かな憧憬が潜んでいる、このような見方も、イェイツの作品の解釈の一つ

になり得るかもしれない。
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《研究発表要旨》

風の迷宮 :死 と再生の螺旋

石	 川1	隆 士

本発表は、研究テーマ「風の詩学:竪琴と螺旋」の一部を成し、W.B.Yeatsの「も

うひとつの螺旋」を Nineteen	Hundrcd	and	Nineteen'に おける “labyrinth	of	the

wind'の 修辞の中に考察することを目的とした。

`The	second	Coming'が 典型的に示している通り、螺旋はYeatsの後期作品に

おける中心的修辞である。しか し厳密に言えば、彼の詩的表現の基盤となる彼

の神秘主義的思想の元シンボルは、二つの交差する螺旋錘である。例えば `The

Sccond	Coming'で 表現される螺旋錘は表面的には単独のものでしかなく、他方

の螺旋の存在が問われなければならない。

Yeatsの 二重螺旋錘の特徴は互いに反作用する要素間の緊張関係にある。	`Thc

second	coming'を そのまま引き合いに出せば、統御を失いつつ展開されていく

“widcning	gyだ 'の対立項 として、胡乱なる存在感を主張する “rough	beast''が

指摘できよう。つまり、二重螺旋錘の持つ緊張関係を基盤とすれば、その “Юugh

bcast''を 現出せ しめる見えざる力としての、もう一方の螺旋を想定することが

できるのである。

この見えざる螺旋は逆巻 く風 として `Nineteen	Hundred	and	Nineteen'の 喧騒

の中にその姿を隠顕させる。その最も明確な修辞が “laby nth	of	the	wind''で あ

る。というのも神話学者 K霞l	Kerenyiに 寄れば、迷宮の原義は螺旋という形象そ

のものから導き出されるものであり、迷宮と螺旋は不可分といえるからである。

この “laby nth	ofthe	wind''は 同詩篇において、隠遁者が自ら創 りだす迷宮と対

を成しており、その両者において、生成と解体という緊張関係が成立しているこ

とは明らかである。

Nigel	Pennickが 分類する通 り迷宮には2種類あり、一方は 1本道のもの、も

う一方は枝分かれする複数の道を持つものである。Hemlann	Kemの定義によれ

ば “1あy nth''の 原型は前者にあり、後者は遊戯用に発達 した「迷路 “maze''」

である。つまり本来、迷宮とは一本の決められた道を通過するため、目的地には

必ず到達する。もし迷いがあるとすれば、右に左に遺巡させられるその道程自体
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であり、その邊巡を現出せ しめる軌跡としての螺旋がその道程に本質的な意味を

与えるのである。

しかし、判abynnth''と いえばミノタウロスとテーセウスの話がもっとも有名

であり、そのエピソー ドの中では明らかに “1めyrinth''は方向を失わせる目的を

持っており、テーセウスはアリアドネの糸によってかろうじて脱出することがで

きたのではなかったか。 しかしながらHans	Peter	Durrは こうした父権中心的な

解釈はギリシヤによってもたらされたものに過ぎず、それ以前の文明との仲介的

役割を持つクレタにおいては多分にギリシャ以前の観念が残っており、それこそ

が “lめyrinth''の原初的な意味を保持 しているのだと主張する。まず牛は忌避す

べき怪物などではなく聖なる動物で、一方 “1島yrinth''と は地母神の子宮で、聖

なる生き物が、生命の根源で一旦自らの役割を終え、そして新たなる生を得て再

生する。その生命の根源的な ドラマが象徴化された場が “labynn "なのである。

したがって、パーシパエーと雄牛との交わりによるミノタウロスの出自も、日

を背けたくなるような禁忌の極みではなく、死と再生の ドラマの一部にすぎない

のである。こうした原始的な地母神崇拝に対するアンチテーゼとしてのギリシャ

の英雄崇拝が、その聖なる循環を卑 しき物語、“Sex‐and―C mc― Geschichte(性 犯

罪の物語)"に読み替えてしまったのである。

そしてその死と再生の循環の ドラマは、螺旋によって演 じられる。実のとこ

ろ、神話に歌われた “labynnth''が どこにあったのか特定されていない。そもそ

もダイダロスが本当にその構造物を作ったのかさえ不明である。一方で螺旋をか

たどった “1島yrinth''は世界中に遍在する。その意味で Karl	Kcrcnyiの 、螺旋が

迷宮に先立つという指摘は正 しいのかもしれない。迷宮とは多分に観念的な存在

であり、死と再生の循環のシンボルなのである。

Ycatsの	`Nineteen	Hundred	and	Nineteen'	における “labynnth	ofthe	wind''は 破

壊的な意味が前景化されている。それは上述した通り同詩編において隠遁者が自

ら作り上げてきた迷宮を無効化するような働きをする。しかしながら、その破壊

は次なる循環に向けての再生を確実に手んでいる。それはミクロ的にはアイルラ

ンドの歴史の転換とも重ね合わせられるが、より大きな流れとしては、ギリシヤ

以降の父権主義が中心的な役割を担ってきた社会構造がその役割を終え、地母神

崇拝にあるような循環的な構造に転換 し始め、その歩みを着実にしつつある現代

を予見していたかの様で興味深い。

本発表時にコメント、質問をしてくださった皆様に心より御礼を申し上げたい。
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*本発表は、平成 21年度福原記念英米文学研究助成基金の研究課題「風の詩学 :

竪琴と螺旋」の研究成果の一部である。同基金からの研究助成に感謝申し上げる。
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《書評》

伊藤宏見著

『存在の統一 一 イェイツの思想 と詩の研究』

(文化書房博文社、2007年、574頁)

小	堀	隆	司

『イェイツの思想と詩の研究』という副題を擁 して書かれた本書は、そのタイ

トルにあるように「存在の統一」に焦点を絞 り込んだ6章から成る大部な著とし

てすでに数年前に出版されている。その「はしがき」で氏は「存在の統一」が「東

洋人の持つ、一種の禅観であることに、共鳴 し」、そこには「東洋人的なる思惟

方法が含まれていることに気付き、」さらにそれが「東洋人の思惟方法、そのも

のであるとさえ気付 くのである」(1頁 )と 述べて執筆の動機に触れている。氏

はまた「存在の統一」に関するイェイツの「文学的な理論」、「芸術上の論理」に

これまで注目してきたが、詩作品にもそれを見届けようしている。問題の「言葉

そのものを見出す訳ではないが」、「イェイツ自身の「生きた証し」としての、そ

の生涯が意味する「存在の統一」を発見すべ く、彼の最晩年の詩篇三つについて、

さぐって見ることにしたのである」(2頁)と 記しているように、氏の言う「存

在の統一」に関するイェイツの「理論・論理」と「存在の統一」の看取さるべき

イェイツの詩作品とが本書において採 りあげられる。

第一章「「存在の統一」の諸様相」は37に 及ぶ小見出しを配して様々な角度か

らその位置づけを試みており、それはイェイツ自身の言葉はもとより仏教思想や

占星学や古代ギリシア及びインド思想をパースペクテイヴにして照明を当てよう

としている。思想という射程のなかで「存在の統一」を捉えてさらに第二章「三

つの詩篇 イェイツの人生に於ける「存在の統一」」では『曲馬団の獣類を逃がす』

と『男と街』と『クフーリン供養』を具体的に採 りあげ問題の在処を求めて論証

を推めている。「存在の統一」はややもすれば抽象的な言説をもって説明されが

ちだが、抽象と同時に具象を要請して初めて事の真相が明らかになると考える氏

は、「存在の統一」という抽象的なものを真に見極めるためには詩作品という具

体的なものをもって初めてそれが可能となると信じてやまない。以下、第三章「『碧

瑠璃』に見る東洋的なる見立ての世界と「存在の統一」」、第四章「「環」と「存

在の統一」」、第五章「「存在の統一」―エリオットの場合」へとつづき、最後の
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第六章「存在について一哲学から見た「存在の統一」―」で本書を開じている。

全体を概観 して思うに「存在の統一」に関するイェイツ自身の言説があまりに

少ないためその所在が明らかにされないまま、いきなり氏の結論らしきものが先

行していてしかもその論拠が示されず、説得力に乏しい一面は拭えない。当然に

収敏されていくはずの「存在の統一」というテーマは、たぶん比較の積もりだろ

うが、気づけば他の問題圏へと移行・霧散してしまい着実な考察が積み上がらな

いうちに、早 くも、「この点が「存在の統一」を表しているのである」、といった

ような指摘が繰返し行われている。まずは第一章「(1)Cosmic	Visionと 霊性」で「存

在の統一」を実現 し得る生の方位について述べた『幻想録』(1925年版)の極め

て重要な一節の引用をもって本書が書き始められるところから、すでにその現象

ははじまる。

He who attains Unity of Being is some man, who, while struggling with his fate

and his destiny until every energy of his being has been roused, is content that he

should so struggle with no final conquest. lA Critical Edition of Yeats's A Vision

(1925) ,p.28)

「存在の統一」に達成せる人物は、その生存の総ての精魂の奮いたつまで、

己れの不幸と宿命に闘いつつも、果てし無い闘争にいどむを喜ぶ者である()

訳文を添えた引用文に触れて氏は「その生存の総ての精魂の奮いたつまで」と

「果てし無い闘争にいどむを喜ぶ」という行為が「イェイツの基本的なCosmic

VisiOnで ある」(10頁 )と 指摘 したまま、さらなる言及もなく、つづけて「存在

の統一」をイェイツは「必ずイメージとして把えようとしている」(同頁)と 述べ、

言うところの「イメージ」は「人間の生の本来的な働きを説きあかそうとしてい

るのである」(10～ 11頁)と その重要さを強調する。そうして氏は「存在の統一]

は「イェイツの考えた霊性」もしくは「霊性の発見」(11頁 )と 連関すると結論

するに至る。さらに「霊性発見」は「霊性建設」、「詩人独特の霊性発揮」(12頁 )

に換言されていく。さて、それにしても「霊性」とは何であるのか。それは「現

実の世界に対する深い省察から生れ出るものである」(22頁 )と 定義するが、そ

の意味領野が展けてこない。さらに氏は「詩人であるイェイツが、生活に対して

深い反省と洞察を持ったならば、必ず唯一絶対のイメージを生み出すことは必然
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であって、ここにUnity	ofBcingの イメージを生み、Cθ′
“
′′α′βο′ッを創造する」(同

頁)と 書き連ねるが、漠然と拡散していると同時に唐突に過ぎる嫌いは否めない。

たとえば、そのイメージとして `Among	School	Children'の 最終連にある “Nor

blear― eyed	wisdom	out	ofmidnight	oil''を 採 りあげて「かかるイェイツの詠出こそ、

イェイツの霊性発揮による「存在の統一」である」(26頁)と 言い放つが、この

飛躍 した読みに辿るまでの着実な考察がないのは読者を路頭に迷わしてしまう。

ところで引用された『幻想録』の一節は「存在の統一」を知るだけでなくイェ

イツの作品とも深 く通底 していて、イェイツ文学の重要な特色が刻み込まれてい

るのは言うまでもない。訳文中の「その生存の総ての精魂」、「不幸」、「果てし無

い闘争_|と いう言葉はオリジナルから遠 く離れた地点に着地してはいまいか。特

に「果てし無い闘争」とは “with	no	nnal	conqucst''に 対する訳語と思われるが、

理解に苦 しむ。

また第一章「(6)二律背反の苦悩とOrganicお ml」 の冒頭で、いきなり「イェ

イツは、人間の二律背反に苦しむことをさけようとする」(23頁)と いう氏の文

言も事実から大きく逸れている。「人間の二律背反」こそイェイツにとつて根本

的な生の形式にほかならず、それを逸脱 してはイェイツの作品における生の展開

はあり得ない。結論とそれに至るべき導入とが混同しているのだろうか、散見さ

れるこうした書きぶりは本書の輪郭をぼやかしかねない。

本書における表記に関して言うと、詩集と一篇の作品の表記に一貫性がなく一

冊の本なのか一篇の詩なのか、読者は惑わされてしまう。引用に至っては原文

と訳文の順序が一定 しておらず、ときには地の文に原文の訳がきていて精読の

妨げとなり苦難を強いられた。氏が綴る『ビザンチウムに船出して』`Sailing	to

Byzantium'と 『ビザンチウム』 `Byzantium'	は総称 して『ビザンチウム詩』 と

されているが、ときに「『ビザンチウム』詩」と表記され文脈によっては後者の『ビ

ザンチウム』という詩を指していることがあった。また『ビザンチウムに船出し

て』のある一節は繰 り返し引用されている (166,182,182,205,363,452頁 )がそ

の都度訳文がちがっていてそれとともに意味内容も異なっている。『男と研』に

おいて (288,289,293,295,299頁 )も 然 り。さらに指摘する労は省 くが、この事

態はたぶん、引用して訳出する際に新たなイメージとなって日本語が新たに浮か

んできたためだろうと想像される。それは筆遣いにおける自然な現れであるとも

考えられるが、研究書にあっては一貫すべきであろう。因みに一冊の本は英文タ

イトルをイタリック (日 本語表記は二重鉤括弧)にするのが習わしではないのか
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(加 えて一篇の作品はその日本語表記を鉤括弧にすべきではないのか)。

必ずと言っていいほど研究書・論文で俎上にのぼるこの人口に檜久したイェイ

ツの「存在の統一」は、なぜか、その意味・概念においては精確な位置づけがな

されていないかに思われる。「存在の統一」はイェイツの目ざす究極の理想とい

う枠組みで専ら扱われ、たぶん敢えて再考する必要もないかのようなキーワード

として定着している。それは 〈存在〉という言葉が日常語としてさして難解な意

味を帯びずに使われ、またすでに言葉それ自体に付着しており、間うこともなく

自明のものとしてあり、〈存在〉をもって初めて言葉が成立していると考えられ

よう。氏はそれを払拭すべく最終章で改めて「存在」の位置をあきらかにしよう

とその哲学の歴史を大雑把に纏めるが、その潮流のなかに「存在の統一」をも位

置づけようとしている。独自性と普遍性を兼備した「存在の統一」に言及して書

かれた次の文言「「存在の統一」とは、イェイツの独自なものなるが故に、彼の

みの「存在の統一」であっては、更に、意味をなさぬことと、筆者は思うのであ

る」(504頁 )は、主旨は推測できるが、「独自なるものが故に」という表現には

一考する余地が残されているのではないか。一人の読者としては 〈独自なるもの

にも拘らず〉という意味に捉えて読んだ。また「二極端の融消によって、両極の

存在の無を説くものとして」(508頁 )位置づけられる「存在の統一」には大き

な問題を残していると言わざるを得ず、恐らく、いわゆる二項対立の状況に対す

るその構造と解釈にそもそもの問題が潜んでいるかと思われる。それは、たとえ

ばハイデガーの「存在論的差異」を捉えて氏が「存在と存在者の区別」(516頁 )

と記している大きな離嬬に窺える。飽くまでも両者を単純にはっきりと分断する

「区別」ではなく、両者が反撥と同時に重畳を取り込んだ相等性に着目してそれ

を「存在論的差異」と命名し「存在」解明への契機のひとつとして掲げられてい

るのではないか。

本書の最後に氏が「存在の統一」における新たな問い直しの必要を説いている

ように、願わくば一読者として、その研究の射程をもっぱら「存在の統一」に絞

り込んで論述していこうとする姿勢はそのままに、微細なる考察を深く期待した

い。
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《書評》

高松雄一編

『対訳イェイツ詩集』

(岩波文庫、2009年、342頁)

松 田 誠 思

異言語の原詩と日本語の訳詩を対応させる形態は、少なくとも我が国では一般

読者対象の出版物として広 く流通してはいない。マザー・グースや世界各地の民

謡、あるいは聖歌のように人口に謄久した歌は別として、詩歌の対訳版は外国語

学習の「教材」に適 したものを断片的に選んで作 られるのがふつうであろう。し

かし近年、十指に余る英米語の詩人について対訳詩集が文庫の形で出版され、か

なり多くの読者に迎えられていると言う。『対訳イェイツ詩集』がそこに加えら

れたのは、大 きな喜びである。鈴木弘訳『全詩集』 (北星堂、1%2)を はじめ、

いくつもの訳詩選集が出ているにもかかわらず、二、三のアンソロジー・ピース

をのぞいてイェイツ詩が幅広い読者を得ているとは言えないからである。事情は

英語圏の読者についても言えるようで、読みやすい詩は必ずしも多 くないし、こ

の詩人には読者に不安な緊張を感じさせる「魔」的なものがあるからだろうか。

イェイツ詩のエッセンスを、限られた紙幅の中で示すには、編訳者の詩人像に

基づいて適切な詩篇が選択され、かつ原詩に含まれる複雑な意味の代替物をでき

るだけ忠実に日本語で再創造する、そのために必要な解釈の積み重ねと表現技術

が求められる。これら編訳上の基本問題について、高松雄一氏はこう述べる。「全

詩作品380篇 あまりのなかから、よく知られている54篇 を選んだ。・̈初期から

晩年にいたる詩的経歴をいくらかなりともかいま見ることができるようにした。

対訳という性格上、訳文は直訳を基本としたが、訳詩としての整いにもできるか

ぎり配慮したつもりである。」(p.5)こ こに選ばれた詩篇を通読して浮かび上がっ

てくるのは、愛やあこがれの茫漠とした心情を象徴詩風に喚起する19世紀末詩

人 (主 として「薔薇」や「妖精シー」を歌う詩篇)か ら、アイルランドを中心と

する同時代の社会的現実を直視し、これを批判 しつつ自己の存在をどのように定

位すべきかを問う詩人 (「釣師」「一九一六年復活祭」「内戦時代の省察」など)へ、

さらには西欧文明と歴史の文脈の中で、より広 くより深く人間の運命と意義を省

察する詩人 (「再臨」「一九一九年」「レダと白鳥」「彫像」など)へと、めざまし
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い変貌をとげる詩精神の脈動である。

しかし編訳者が指摘 しているように、半世紀に及ぶイェイツの詩作活動には、

一貫して変わらぬ核心がある。「変ったのは語法であり視点であって、詩人の立

場そのものではない。」(p.4)イ ェイツの詩的経歴の特異性は、先祖がもともと

英国からの移住者であり、典型的なアングロ 。アイリッシュの家系と宗派に属し

ながら、青年期にアイルランドヘの自己同定を意識的に選択 したところにあり、

また19世紀後半に顕著になった科学的世界観にたいして強い疑念をいだく一方、

家庭の宗教であるキリス ト教とも一線を画して、異端視されていた近代以前に遡

る諸種の「科学」「宗教」を積極的に学び、独 自の世界観を構築しようとしたと

ころにある。もう一つは、知性や合理主義を重視する同時代の強い趨勢に対抗し

て、生と死を切 り離せない連続性において捉える立場をとり、魂の死後生の問題

に異様なほど強い関心を終生持ち続けたことである。

詩人イェイツの基本的立場は、本書の巻頭詩「幸福な羊飼の歌」に明示されて

おり、中期の「私はそなたの主だ」から、最晩年の「ビザンティウム」「サーカ

スの動物たちは逃げた」「ベン・バルベンの下で」まで、さまざまの変容を受け

ながら一貫 している。一言で言えば、〈夢〉の批判的検討を通じて展開された (夢

の詩学〉、あるいは詩的創造原理としての 〈夢〉と定義できよう。イェイツにお

ける「夢」(dream/κvene/vision)の 用法は、通常の語義では尽 くせない多義

的な含みをもっていて、心理学や精神分析学における無意識の心像や、人間経験

を形成する直覚的な能力を指して用いられる場合もある。最も重要な点は、西欧

近代の認識論が排除し、あるいは不当に軽視 した認識における個人個人の主観性

のユニークな価値を取 り戻す意志の表明であり方法の実践であることだ。先に挙

げたいくつかの詩にかぎらず、本書に採録されたいかに多くの詩が 〈夢)に言及

し、それとの関係においてその時々の主題である生の実態を提示しているかに読

者は気づ くであろう。

この点で惜 しまれるのは、紙幅の制約によるのか、イェイツ最後の 〈夢〉と言

うべき「黒い塔」(`The	Black	Tower')と 「慰められるクーフリン」(`C∝hulain

Comおrted')が 割愛されていることである。この二篇は詩人の (夢〉が生と死の

境界をこえた領域に及び、過去 。現在・未来という通常の時間の枠組みをこえて

人間的生を捉えるヴイジョンとなっているからである。もう一点、高松氏の日本

語訳は、平明達意の行文によって原詩のより深い理解へとわれわれを導 くが、日

本語訳だけでは解釈 しきれない難解な詩句が原詩のかなめの位置にある場合、読
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者は詩の リズムだけでは処理できないもどかしさを感ずる (た とえば “The	half―

read	wisdom	of	daemonic	images''[p.214]、 	“O	Presences''[p.240]、 	“a	plummet―

measuredね ce''[p.302]な ど)。 これらの詩旬について、可能な範囲で注釈が加え

られていればあ りがたかったと思う。
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《書評》

萩原員一著

『イェイツー 自己生成する詩人』

(慶應義塾大学出版会、2010年、95頁)

藤	本	黎	時

詩人イェイツにとって詩作と性愛が不可分の関係にあることは、晩年のいくつ

かの詩篇などから指摘されるところである。老化による肉体的衰えからくる創作

意欲の減退に悩み、枯渇した詩的想像力を蘇生させるためには性的能力を回復さ

せる必要があると考えたイェイツは、1934年 4月 、当時流行の回春手術、すな

わちシュタイナハ手術を受けた。

著者は、ある研究書の年譜でその事実を知ったとき、軽い驚きと奇異の念を抱

くと同時に興味を掻き立てられ、詩人の作品とシュタイナハ手術との関係に鋭い

分析のメスを入れたアームス トロング (Tim	Almttong,Mο″
“
おれ ルε力κο′ο〔フ

α″″′あ
`3ο

″fИ	Cz′′
“
″′駒

“
″,1998)の 著書に接 したことが機縁 となって本書

のテーマに取組むことになったと述べている。筆者 も、戦後間もなく入手 した

Ⅵvienne	Koch,効 θルαgた P力αsι「И駒
“
″ グ′力

`ι
αs′ Лο

`″
s(1951)の序論を読ん

でその事実を初めて知ったとき、戸惑ったことを覚えている。

詩人の作品とシュタイナハ手術との関係は、いわば情感の世界と科学的事実と

いう全 く相容れない関係であり、扱いにくいテーマであるが、著者が思い切って

そのテーマに取組んだ成果が本書である。

本書は、「第 1章 シュタイナハ手術」「第 2章 単為生殖」「第3章 神聖授精」「第

4章 斬首 /去勢」の4章から構成されてお り、各章の表題から本書をとおして論

述しようとしている著者の意図が分かるであろう。

第 1章では、医学的観点からの先行研究を踏まえながら、1920年代に流行 し

たシュタイナハ手術とはどのようなものであったか、また、イェイツが手術に関

する情報を入手し、手術を受けるようになった経緯などが詳述されている。

シュタイナハ手術によって詩人の詩的想像力が回復 し、旺盛な創作活動が可能

になったことは、後期の詩篇から明らかであるが、それが実際に手術の効果であっ

たかどうかは疑間とされている。今日では手術による治療効果は、心因的なもの

とされるのが大方の見解である。
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シュタイナハの手術理論は、「精液の経済」「精液エネルギー」という19世紀

の生理学的思想に基づいて、精液を生殖ではなく生理学的エネルギーに転換する

ための医学的措置であった。心身の精力が減退 し、「自己を改造しなければなら

ない」(`An	Acre	of	Grass')と 決意したイェイツがシュタイナハ手術を受けた理

由を、著者は、「自己授精」(“sel■insemination")、 「自己生成」(“sel,bege ng")

が目的であったとしている。つまり、イェイツの作詩という行為をアンドロギュ

ヌス的 (両性具有的)行為とみなし、手術を受けた理由を単為生殖的な「自己生

成」のためだったとの仮説を立て、手術後の作品のみならず、手術以前に発表さ

れた『塔』(1928)以降の作品にまで範囲を広げて「自己生成」のイメージを探 り、

作品の詳細な解釈によって仮説を論証しようとしている。

単為生殖を論 じた第2章では、先ず、ギリシャ神話の最高神ゼウスの「自己生成」

神話を基に、詩の解読が試みられている。「ある劇より歌二篇」(1927)の 第 1部

第 1連で歌われている場面、すなわち、デイオニュソスの脇腹から鼓動している

心臓を扶 り出しギリシャの最高神ゼウスのもとへ運ぶ場面には、ゼウスの「自己

生成」的な単為生殖の様子が暗々裏に描かれているとしている。

また、「学童たちの間で」(1927)の 第2連の有名なプラトンの比喩、「ひとつ

の卵の殻の中の黄身と自身」について、ゼウスやエロースの両性具有神話を詳述

しながら、この詩行が「自己生成」的なアンドロギュヌス神話を意識して書かれ

ていることを明らかにしている。さらに、「グレンダロッホの渓流と太陽」(1932)

の第3連「いかなるものの動きが私の身体を刺 し貫 く閃光を/放射したのであろ

うか。・・・自ら生まれ、新たに誕生するかに見えるこれらのごとくに」の詩行

について、かつての愚行を思い起こし後悔している詩人が、突然閃光に刺 し貫か

れて、自ら「自己生成」する存在としての至福の一瞬を経験 しているとしている。

「神聖授精」を論 じる第3章では、先ず、シュタイナハ手術を受けた 1934年 4

月以降に書かれた 12篇 の連作詩「超自然の歌」(1934～ 35年)の 中から第2篇、

第3篇、第7篇が俎上に載せられている。

この詩の執筆時期に、イェイツがインド人の友人、プロヒット・スワミからヒ

ンズー教の聖典ウパニシャッドの奥義を教示されたことを根拠に、第7篇「いか

なる魔法の太鼓か」の第 1連の「彼」(“he")に ついて新しい解釈を試みている。

すなわち、「彼」には両性具有のシヴア神が投影されているとし、この「超自然

的な父親」である「彼」は、「原初の母性」(“Primordial	Motherhood")を 兼ね備

えた両性具有的な父親と解することもできるとしている。この詩行から「彼」が
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子供をもうけたとも解されるので、「彼」を一種のアンドロギュヌスとみなし、

「イェイッが『自己授精』を行う両性具有的な『彼』に自己を重ね合わせている

ようなふしがある」としている。

第2篇「リブ、パ トリックを非難する」と第3篇「1光惚の中のリブ」の中の「神

が神をもうける」という詩行について、“beget"と いう動詞が母親には用いられ

ないことを根拠に、男性としての「神」が「神」を産むという、神の単為生殖的

な「自己生成」のイメージが歌われているとしている。

ソネット「レーダーと自鳥」の末尾4行の修辞疑間、「乙女はそのつれない:l角

が自分を落としてしまうまえに/自鳥の力と知識を身に纏つたのだろうか。」に

ついて、	トロイヤ戦争と壮大な文明の興亡がこの3行の中に凝縮されて表現され

ているとし、「知識」を、ゼウスが自分の娘ヘレネーが有名になることをもくろ

んでトロイヤ戦争を引き起こしたゼウスの「未来への意思」と解している。

さらに、「つれない嘴」と和訳を当てている “indtterent"について、「トロイヤ

戦争という破壊と創造の一大事件は、その原因を作ったふたりの当事者にとって

は、『無関心』でいられるほど瑣末なものにすぎないということになるだろう。」

と解釈しているが、そこまで深読みすべきかどうかは意見の分かれるところであ

ろう。

第4章では、戯曲『三月の満月』を中心に、「自己生成」の仮説の検証が進め

られている。戯曲の成立の背景として、オスカー・ワイルド『サロメ』(1894)、 ギュ

スターヴ・フロベール『ヘロデイアス』(1877)、 「パーネルの葬儀」(1933)、 背教

者ユリアヌスの新プラトン主義、植物神アッテイス、大地母神キュベレー、アル

テミスなどを引き合いに出しながら、さまざまな観点から行われるこの戯曲の不

可解な筋の謎解きは、本書のハイライトであろう。

戯曲『三月の満月』は、単純な筋の寓意劇で、登場人物は、女王、二人の従者、

豚飼いの4人である。豚飼いが進んで斬首を受け入れると、従者がその斬首され

た首に成り代わって歌を歌うという、一見、異様で荒唐無稽なストーリーに読者

は戸惑わされる。著者は、オスカー・ワイルドの『サロメ』でサロメ像が定着し

たが、それに飽き足りない思いを抱きワイルドの作品を「完全な駄作」と酷評し

たイェイツが、ワイルドの作品を大胆に換骨奪胎してパロデイー化したのが『三

月の満月』だとしている。

著者は、劇中で豚飼いが斬首される直前に女王と交わす対話が、本書の主要

テーマである「自己生成」を示唆していると解説する。すなわち、斬首された豚
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飼いの血の一滴が「女」(女王)の胎内に入って子供ができたという台詞から「血」

が比喩的に精液を表現 しているとし、イェイッが、斬首すなわち去勢、血すなわ

ち精液という等式を意図的に設定しているとしている。さらに、F.A.C.Wilson

O物なα″グルα″″ο″,19田)の新プラトン主義の解釈を援用 して作品の寓意を読

み取 り、豚飼いが自発的に斬首 (=去勢)を受け入れたのは、「作者イェイツが

豚飼いを犠牲神アッテイス (再生を遂げるために自らの身体をイケニエとして供

する神)に重ね合わせて造形したからに他ならない」と解説する。

著者は、斬首され首だけになって歌う豚飼いに、詩の創作のためには「自己犠

牲」、すなわち、シュタイナハ手術という代償を払わなければならない詩人像が

投影されているとしているが、そこまで深読みをすべきか、見解が分かれるとこ

ろであろう。

多 くの批評家が言うように、シュタイナハ手術そのものがイェイツの肉体に直

接何の効果ももたらさなかったとしても、それによって詩人の詩的想像力が活性

化し、創作意欲が増 したとすれば、手術が作品にどのような影響を与えたかを考

究することは意義のあることであろう。

本書は、シュタイナハ手術との関連で、イェイツの詩作品に「両性具有」によ

る単為生殖的「自己生成」の意味やイメージを探るという大胆で意欲的な試みで

ある。著者は、詩の意味を一面的に深読み しないよう十分配慮しながら慎重に論

述を進めているが、時には、詩句の意味を深読みして推測の域に入ったような印

象を受ける場合もある。これはシュタイナハ手術という観点から作品を読み込も

うとした特異な取 り組みの成果であり、見解を異にする読者もあるかも知れない

が、説得力ある作品の解釈によって牽強付会的な印象は免れている。
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アイルランド文学研究書誌 2010■0～ 2011.9(一部例外あり)

<研究書・翻訳>

W.B.Yeats

浅井	雅志

『モダンの「おそれ」と「おののき」一近代の宿痢の診断と処方』(松柏社)

2011.3

Lafcadio Hearn

高瀬	彰典

『小泉八雲の日本研究 :ハ ーン文学と神仏の世界』(島根大学ラフカデイオ・ハー

ン研究会)																											2011.3

Sealmlus	Heaney

小 沢 	 茂

『共生の詩学―シェイマス・ヒーニー作品を読む』(三恵社)

Jannes	Joyce

宮田	恭子

『ルチア・ジョイスを求めて―ジョイス文学の背景』(みすず書房)

そ	の	他

小辻	梅子/山内	 淳 (編)

『二つのケル トーその個別性と普遍性』(世界思想社)

ヤン・ブレキアン (田中仁彦訳)

『ケルト神話の世界 (上)(下 )』 (中 央公論新社)

2010.10

2011.7

2011.8
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シェイマス・デイーン (北山克彦/佐藤	 亨訳)

『アイルランド文学小史』(国文社)

杉山寿美子

『レイデイ・グレゴリーアングロ・.

2011.4

アイリッシュー貴婦人の肖像』 (国書刊行会)

2010.9

<研究論文>

W.B.Yeats

今 西 	 薫

「w.B.イ ェイツとアベイ劇場」

『人間文化研究』vol.26(京 都学園大学人間文化学会)pp.33‐66.						2010.12

Snell,Williarn

`Automatic	w ting?:A	Note	on	W.B.Ycats	and	His	Aborted	Lectureship

at	Keio	University,1920'

『英語英米文学』vol.58(慶 応義塾大学日吉紀要刊行委員会)pp	71-%.			2011

鈴木	 暁世

「J.M.シ ングを読む菊池寛 /菊池寛を読む W.B.イ ェイツー 日本文学 とアイル

ラン ド文学の相互交渉」

『比較文学』vo1	53(日 本比較文学会)pp.33-48.													2010

戸 田 	 勉

「パーネルの亡霊―ジョイスとイェイツの場合」

『山梨英和大学紀要』vol.9(山 梨英和大学)pp	69-83.										2010

Samuel Beckett

岡室美奈子

「ベケットと幽霊テクノロジーーテレビドラマ『…雲のように…』における脳

内イメージの投写について」

『表象・メディア研究』vol.1(早 稲田表象・メディア論学会)pp■ 1‐42.		2011.3
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片 岡	 昇

「非合理の消尽―サミュエル・ベケットの『クワッド』における不規則性の分析」

『表象・メディア研究』voL	l(早稲田表象・メディア論学会)pp.43‐66.		2011.3

岸本	 佳子

「サ ミュエル・ベケットと聴覚・視覚の相克一『残 り火』から「あのとき」・『あ

しおと』へ」

『演劇映像学
"10』

vol.3(早稲田大学演劇博物館グローバルCOEプログラム)|".18_219.

2011.3

久米	 宗隆

「鳥になること、歌うこと一 『しあわせな日々』における生成変化を巡って」

『演劇映像学
"10』

Юl.3(早稲田大学演劇博物館グローバルCOEプログラム)pp."1_2".

2011.3

景 	 英 淑

「機械 と女神たちの間― 『クラップの最後テープ』再考」

『演劇映像学
"10』

Ю13(早稲田大学演劇博物館グローバルCOEプログラム)pp.1“‐1紘

2011.3

対馬美千子

「ベケットにおける (女性的なるもの〉と 〈傷〉」

『論叢現代語 。現代文化』vol.6(筑波大学現代語・現代文化専攻)pp.1-16.	2011.3

宮崎	 永吏

「サミュエル・ベケットの『エレウテリア』における「二元論的空間」―内的

自由の視覚化―」

『演劇映像学
"10』

Юl.3(早稲田大学演劇博物館グローバルCOEプログラム)|".145‐ 164.

2011.3

Seamus Heaney

小 沢 	 茂

「『違いをともに生きる』ために一シェイマス・ヒーニーの民族的アイデンティティ」

『英文学研究支部統合号』vo1	3(日 本英文学会)pp	364-368.							2011.1

諏訪	 友亮

「良心の共和国にある空白―一九八〇年代半ば以降のシェイマス・ヒーニー」
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『英文学』vo1	97(早稲田大学英文学会)pp.13‐23.												2011.3

諏訪	 友亮

「愛は私を他者へ と導 くのか ?―シェイマス・ヒーニーの女性」

『ほらいずん』vol.43(早稲田大学英米文学研究会)pp.69-63.							2011

Connoll"Ma■in

“Locating	Hcaneプ s	Poetry:In■uences	and	lnterests''

『鶴見大学紀要外国語・外国文学編』vol.48(鶴 見大学)pp■3‐30					2011.3

吉津	 成久

「ジヨイスとヒーニーの文学に関する一考察―周縁から普遍への軌跡を辿る」

『梅光言語文化研究』vo1	58(梅光学院大学国際言語文化学会)p,48‐69.		2011.3

Lafcadio Hearn

斉藤	延喜

「ラフカデイオ・ハーンと「近代の超克」:幻想光学Ⅲ」

『同志社大学英語英文学研究』vo1	88(同 志社大学人文学会)p,59‐76.			2011.3

Spe■et	Linda	Kinscy

`Lafcadio	Hcarn's	Lcgacy	in	Japan's	Legend	Clinlate:the	lBlurnng	of	Folklore,

Mass	Media	and	Literature'

『梅光言語文化研究』vol.2(梅光学院大学国際言語文化学会)pp.18-47			2011.3

松村	 有美

「ラフカデイオ・ハーンとトワイライト」

『大正大学大学院研究論集』vo1	35(大正大学)pp.142-135.								2011.3

「ハーンのジェーン・オースティン論」

『へるん』vo1	48(八雲会)pp.53-55.

Roscn,Alan

`Lafcadio	Hcanl	and	Cats'

『熊本大学教育学部紀要人文科学』vol.59(熊 本大学)pp■89‐ 198

2011
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James Joyce

Sato	TヽJobuo

`James	Joyce's“ Ivyぬy	m	he	Commttt	R∞ m''l	Thc	Fictionaliza on	ofC.S.Pamell'

『英文学誌』vo1	53(法政大学英文学会)ppl-14														2011

田 村 	 章

「ジェイムズ・ジョイスと視覚芸術に関する研究序論―『ユリシーズ』を中心に」

『金城学院大学論集人文科学編』(金城学院大学)pp.52‐66.								2011

福岡真知子

「フランク・マコー トとジェイムズ 。ジョイスー文学と教育の間」

『こども教育宝仙大学紀要』vol.2(こ ども教育宝仙大学)pp.55-67.2011

Oscar Wilde

北村麻由美

「ワイル ドの短篇に見られるタナ トスの影 :ア ンデルセンとの比較において」

『サピエンチア』v。1.45(英知大学論叢)"■75‐188.											2011.2

河野	 弘美

`Ladyl内41dc:An	lrish	Nationalist	in	London'

『エール』v。130(日 本アイルランド協会学術研究部)pp.56-82.						2010.12

「ワイル ド夫人と『詩集』 (1864年 )」

『エール』v。1.30(日 本アイルランド協会学術研究部)pp.188-190.					2010.12

塚田	 雄一

「感染源としての同性愛者 一 オスカー・ワイル ドと大英帝国の社会浄化運動」

『英文学研究支部統合号』vo1	3(日 本英文学会)pp.185-202.							2011.1

Nakamura	Hibmi
`Oscar	Wilde's“ The	Fisherman	and	His	Soula"and	Zあ ιPた放″ qFDO″α″G′αツ:

Tl・句ectones	ofa	Soul'

『立命館英米文学』vol.20(立命館大学英米文学会)p,35‐54								2011.1
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藤澤	博康

「オスカー・ワイル ドと『ソネット集』-1980年前後のワイルドのテクス トを

中心に」

F文学。芸術。文化』vo1	22(2)(近 畿大学文芸学部論集)pp.214‐ 196.			2011.3

そ	 の	 他

伊藤	 範子

・
Faith	and	Banville's	Wnting'

『エール』vO1	30(日 本アイルランド協会学術研究部)pp.18‐37.						2010.12

今 西 	 薫

「アイルランド、アイルランド語、ブライアン・フリールの「トランスレーショ

ンズ』一国と言語、言葉とコミュニケーション」

『人間文化研究』v。127(京都学園大学人間文化学会紀要)pp.5-33.				2011.3

河合	 利江

「アイルランド詩の現在―女性詩人の場合」

F英文学研究支部統合号』Юl.3(日 本英文学会)".359‐3“.							2011.1

河野	 賢司

「アイルランド演劇を掘り起こす (10)ジ ョージ・シールズ『山頂』」

『九州産業大学国際文化学部紀要』vo1	47(九州産業大学国際文化学会)".1‐
".2010.12

「アイルランド演劇を掘り起こす (12)シ ェイマス・オケリー『浮浪女の子』」

『九州産業大学国際文化学部紀要』vol.48(九 州産業大学国際文化学会)pp.1-18.2011.3

Satake	/ヽkiko

`Tlle	Case	for	the	1940s‐ 50s	lnsh	Theatre:M.J.Molloy's	Folk	History	Play'

『ことば・文化・コミュニケーション」v。1.3(立教大学)pp.73‐92.						2011

道木	 一弘

`Yleats,Joycc	and	the	Eastcr	Rising:Tlcxtual	and	Contextual	Signincancc	of“
U.P.''

in	υケSι6'

『外国語研究』vol.袈 (愛知教育大学外国語外国文学研究会)pp.31-“.			2011.3
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深 澤 	 俊

「『海よ、海』を論 じる」

『人文研紀要』vo1	70(中 央大学人文科学研究所)pp■-19.								2010

藤本	 和子

「ブライアン・フリールの『三人姉妹』一言葉の問題を中心に」

『ノートルダム清心女子大学紀要外国語 。外国文学編』vo1	35(1)pp.37‐ 54.2011

八幡	 雅彦

「The	Captain	and	the	Enemy― Gcorge	A.Binninghamと Graham	Greenc」

『エール』v。130(日 本アイルランド協会学術研究部)pp.195‐ 197.					2010■ 2

山田久美子

「『監房』(Cen)におけるポーラ・ミーハンの演劇的戦略」

『演劇映像学』Юl.3(早稲田大学演劇博物館グローバルCOEプログラム)pp	337‐ 350

2010.3

山田	 幸代

「語っているのは誰か― D″αε
“
′αの語りに関する一考察」

『愛知淑徳大学論集文学部・文学研究科篇』vol.36	pp	43-53.							2011
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日本イェイツ協会第46回大会プログラム

2010年 9月 25日 (=L)026日 (日 )

会場 :琉球大学共通教育棟 2号館 205号教室

◆第1日	9月 25日 (土曜日)

9:30～ 10:00	 受付

10:00～ 10:30		挨拶

日本イェイツ協会会長

琉球大学学長
アイルランド大使

10:30～ 11:30	講演

魂の響 き合い― アイルランドと沖縄

司会
11:30～ 12:30	研究発表

ヒーニー・カン トリーをめ ぐる詩作品

ポップ・カルチャーの中のW.B.Ycats
― C.Eastwoodと The	Waterboysを 例に

司会

松村	 賢一	 氏

岩政	 輝男	 氏

Brcndan	Scannell		氏

司会		 小堀	 隆司	 氏

米須	 興文	 氏

風呂本武敏	 氏

斎藤	 徳彦	 氏

片岡由美子	氏

及川	 和夫	氏

12:30～ 13:30		 昼食

総会 司会		 鈴木	哲也	 氏

13:30～ 14:30	研究発表
スライゴーヘとつづく道

― `The	Banad	ofMoll	Magee'に おける土地性の問題について

宮本	大介	氏
『谷間の蔭』のジェンダー・ポリテイックス

司会

14:40～ 17:30	 シンポジウム

「1930年代のイェイツ

ー 0肩力θ	Bο″θrに おけるイェイツの危機意識を中心に一」
司会・構成		 山崎	弘行	氏

松田	 誠思	 氏

萩原	員一	 氏

18:00～ 20:00	 懇親会 (会場 同棟2号館100号教室)	 司会		 石川	 隆士	 氏

氏

氏

喜

俊

美

松

田

里

岩

伊



◆第2日	9月 26日 (日 曜日)

10:30～ 12:00		 研究発表

vワ トキンズのイェイツ訪間とD.ト マス

W.B.イ ェイツの “peacock―blue"の 世界

風の迷宮 :死 と再生の螺旋

司会

12:00～ 13:00		:昼食

13:00～ 15:50	 ワークシヨツプ

「アイルランドと沖縄の子守歌	― 背景と構造をめぐって一」

構成 。司会		 松村	 賢一	氏

菱川	 英一	氏

新城		 亘	氏

16:00 閉会の辞 佐野	 哲郎	 氏

太田	 直也	氏

高橋	優季	氏

石川	 隆士	氏

海老澤邦江	氏
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編 集 後 記

◆これまで『イェイツ研究』の編集委員会には、編集委員会規程および査読に関

する編集委員会内規が存在 しなかったが、昨年 12月 4日 に開催された協会委員

会において、編集委員長が会長と事務局長と協議の上、規程案と内規案を作成す

ることが承認された。その後、日本英文学会等の関連資料を参照しながら、編集

委員長が規程および内規に関する叩き台を作成し、それに基づいて会長と事務局

長と協議を積み重ねた。その結果、成案が出来上がったので、今年 7月 2日 に開

催された協会委員会において成案を審議して頂いた。様々なご意見が出されたの

で、それらを踏まえて修正案を作成し、この案は8月 末のメール審議において承

認された。なお、これらの編集委員会規程および査読に関する編集委員会内規は、

10月 の大会総会で正式に承認を得る意向である。

◆『イェイツ研究』第42号の編集委員会は、委員長の萩原真一と4名 の委員の

方々、すなわち岩田美喜先生、海老澤邦江先生、伊達直之先生、三好みゆき先生

で構成される。5月 末に投稿論文の募集を締め切り、6月 に査読作業とメールに

よる意見交換を行い、7月 2日 の編集委員会において審議・決定するプロセスを

踏んだ。査読に関する編集委員会内規は、上述の通り、正式に成立していなかっ

たが、内規案の内容に基づきながら、試行的に査読作業を行った。

内規案の骨子は、①「新規性」(主題・内容にどの程度の独創性があるか)、 「構

成力」(主題・内容が簡潔・明瞭な表現によって論理的に記述されているか)、 「信

頼度」(然るべき先行研究や文献等を適切に踏まえているか)の 3つの観点から

査読する、② 編集委員は、掲載可否の判定およびその理由を文書にて編集委員

会に提出する、③ 編集委員会は、提出された投稿論文の掲載可否の判定および

その理由に基づいて審議し、掲載の可否を決定する、というものである。

編集委員の方々は、大震災の影響下、変則的で多忙を極めた勤務状況にもかか

わらず、期日までに綿密かつ懇切丁寧な文書を提出してくださった。そのお蔭を

被り、編集委員会は実に濃密で有意義な審議を展開することができた。この場を

借りて、委員長を暖かく支えてくださった委員の方々に深く感謝の意を表明する

次第である。
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◆今号には2編の論文が投稿され、審査の結果、1編が採用された。

採用された高橋優季氏の論文は、イェイツの初期作品に見られるカラー・シン

ボリズム、特に 〈孔雀の青)に焦点を当てて論 じたものである。文学における色

の象徴性について論じることは、取 り立てて目新しいわけではないが、〈孔雀の青〉

という特殊な色に着眼している点、また当該色を19世紀末の文化的なコンテク

ス トの中に置いて学際的に論 じようとしている点、これら2点が新規性の観点か

ら高 く評価された。

編集委員会は、修正条件付の採用を決定し、構成・表現・書式に関して具体的

な修正条件を提示した。再提出された論文は、修正条件を満たした上で、誠実に

改善の努力を払った跡が見受けられ、編集委員会は、審議の結果、最終的に採用

を決定した。

残念ながら掲載に至らなかった投稿論文 1編 は、イェイツの初期の演劇論を、

彼の創作活動の全体像を視野に収めながら論じており、意欲的な議論を展開する

その姿勢は好意的に評価された。 しかし、新規性と論証力の観点から、今号への

掲載は見送るという結論に達した。編集委員会として提示した講評を参考にして

頂き、再度の投稿を切に期待する次第である。

◆『イェイツ研究』第41号の投稿規定では、「和文の場合は横書きとし、4∞ 字

詰め原稿用紙に換算 して論文は注を含めて40枚以内」とあるが、今号に投稿さ

れた論文は全て、改行や引用等によつて生 じるスペースを含めず、正味 16,000

字程度で執筆されていた。今号では基本的に当初の字数のままで掲載することを

認めたが、次の43号の投稿規定においては、誤解の生 じないよう、「和文の場合

は横書きとし、400字詰め原稿用紙に換算 して論文は注を含めて40枚以内 (1

頁は40字 ×30行 に設定し、改行や引用等によって生 じるスペースも含めること

とする。必ず300語程度の英文シノプシスを添える)」 と修正することとした。

◆今号のアイルランド文学研究書誌は、柿原妙子、伊東裕紀、宮本大介の3氏に

作成して頂いた。諸氏の献身的なご協力に感謝する次第である。
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『イェイツ研究』投稿規定

【資		 格】 投稿者は日本イェイツ協会会員であることを原則とする。

I執筆要領】

1	 原稿について

1)W.B.イ ェイツとその周辺の文学に関する未発表のものとする。ただし、

日本イェイツ協会の大会などにおける日頭発表を原稿とした場合、その旨注

記すれば可とする。

2)和文の場合は横書きとし、400字詰め原稿用紙に換算して論文は注を含め

て40枚以内 (1頁 は40字 ×30行 に設定し、改行や引用等によって生じる

スペースも含めることとする。必ず300語程度の英文シノプシスを添える)、

研究ノー トは 10枚以内、書評は5枚以内とする。同じく5枚以内で、大会

におけるシンポジウムおよびワークシヨップの報告を求める。

3)和文の場合、英文の題名およびローマ字書きの投稿者名を添える。

4)英文の場合、論文は注を含めて6,000語以内とする。シノプシスは不要。

5)英語を母語としない投稿者の英文シノプシスおよび英文の論文については、

投稿前にネイテイブ・スピーカーによる原稿のチェックを必ず受けること。

6)原稿はすべてMS	Wordフ ァイル形式 (.doc)あ るいはリッチテキス ト形

式 (■f)で保存 し、電子メール添付として提出する。フォントは、原則と

してMS明朝を使用すること。数字は半角を使用すること。

2	 書式について

1)和文原稿の句読点は、読点 (、 )と 句点 (。 )を 用いる。

2)年号表記はできるだけ西暦に統一し、元号を併記する場合は下記の通りと

する。

[例]2001年 (平成 13年 )

3)外国の人名、地名、書名等は、原則として初出の際は原語で表記する。

4)引用文はかぎカッコ「	 」でくくる。3行以上にわたる長文の場合は、本

文より左 1字インデントし、引用文の上下を1行ずつ空ける。

5)作品 (詩および散文)の引用はすべて英語とする。ただし、外国の研究書

の引用は日本語訳とする。

6)英文表記は、原則としてνlM	Sノι	Mα″協′α′″C“′d`わ Saοια′′ッP′bお筋管
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THE YEATS SOCIETY OF JAPAN

CONSTITUTION

1 . The Society is to be called THEYEATS SOCIETY OF JAPAN.
2. It has as its objects the promotion of Yeats studies in Japan, and contact and

cooperation with researchers abroad. The Society consists of the members who
agree to its objects.

3 . The Society has the following executives:
(1) President
(2) Committee

4 . The President is to be appointed by the Committee, and the Committee is to be

elected by the Society members.

5 . The Society can have advisors by recommendation of the Committee.
6 . The executives hold office for two years but may offer themselves for re-

election.

7 . The Committee supports the President to run the Society s affairs.
8 . The Society is to undertake:

(t) an annual conference.
(2) lecture meetings.
(3) publication of members' work on Yeats.
(4) publication of the Society bulletin.

9 . Expenses of the Society are to be defrayed from membership fees, grants, etc.
10. The regular membership fee is 5,000 yen per year. The student fee is 2,000 yen

per year.

11. Membership in the Society requires a written application and payment of the
stated fee.

12. The Society may have branches.

13. Any amendment or addition to this Constitution requires the approval of the
Committee and sanction at the Annual General Meeting.
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